
芝
生

の
公

園
日
曜
日

.
上
回
創
造
館
摘
の
星
池
公
園
を

訪
れ
る
と
、
木
植
で
指
#
当
を
広
げ
る
家
族
や
、

す
べ
り
台
。
砂
場
で
遊
'
"
子
ど
も
た
ち
の
寵
し

そ
う
怒
声
が
聞
こ
え
て
苦
ま
す

。
み
ん
な
の

憩
い
の
唱
と
し
て
す
っ
か

D
お
恕
じ
み
に
怒

り
ま
し
た
。

「
慣
色
が
い
い
し
広
い
由
で
.
時
々
子
ど
も

と
い
っ
し
ょ
に
来
ま
す

。
芝
生
で
己
ろ
ご
ろ

す
る
の
が
気
持
ち
い
い
で
す

。
好
古
1
;
f
.
場
所

で
す
よ
J
と
お
話
Hい

た
だ
い
た
倉
升
E
紀
古
ん
.

ケ
Jレ

シ
ィ
亜
湖
ち
ゃ
ん
.
リ
ア
ル
フ
ォ

ド

古
ん
ぼ
の
写
真
)
ご
一
軍

.
フ
ォ
ー
ド
古
ん

I~，
カ
ナ
ダ
出
身
。
現
在

l志
市
内
で
子
ど
も
た
ち

に
英
語
を
教
え
て
い
る
そ
う
で
す

.
rゲ

ー
ム

や
童
話
そ
し
て
英
語

を
教
え
る
ん
だ
け
ど

み
ん
忽
寛
え
る
の
が
早
い
拍

j
と
、
に
こ
に
こ

顔
の
フ
才
一
ド
古
ん

.
日
本
に
来
て
寂
し
く

怒
い
ヲ
と

尋
ね
る
と
、
「
日
本

l率
、
彦
し
い
こ

と
や
新
し
い
こ
と
が
た
く
古
ん
あ
る

b
、5

寂

し
く
Zよ

い
よ
J
と
の
こ
と

.
で
も
.
本
当
は
大

切
芯
パ
ー
ト
ナ
ー
が
そ
ば
に
い
る
か
己
寂
し

く
草
い
の
で
し
ょ
う
ね

。
フ
ォ
ー
ド
さ
ん
の

害
え
は

rOf
c
o
u
r
s
e
!
 (

も
ち
ろ
ん
さ
)J
で

し
た
。

公
園
町
楽
し
し
、

U
と
コ
マ
で
す
。



日
併
を

市
民
の
集
い
を
開
催

一

L え
る

市
民
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
市
町
村
合
併
と
上
田
地
繊
の
将
来
を
考
え
る
「
合
併
を

考
え
る
市
民
の
集
い
」
が

9
月
行
日
側、

上
田
市
文
化
会
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
母
袋
市
長
が
合
併
に
対
す
る
恩
い
を
語
り
、
続
い
て
小
山
立
さ
ん
(
元
上
山
田

町
長
)
と
龍
野
彰
宏
さ
ん
〔
上
回
商
工
会
議
所
副
会
頭
)
が
特
別
講
演
壬
行
い
ま
し
た
。

企会拘置には630人町
市民自皆さんが書加しました

母袋市豊が
市町村合併への砂

思いを悟りました

r 

一
一“‘・

市
長
が
恒

la

市
町
村
合
併
と

上
田
市
の
将
来

変
化
の
撒
し
い
時
代
に
あ
う
て
、
市
町
村
合

併
が
大
き
な
括
組
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、

今
回
時
代
、
無
作
為
と
い
う
の
は
許
さ
れ
な
い

と
思
勺
て
い
ま
す
。
特
に
、
上
団
地
域
伯
母
都

市
で
あ
る
上
田
市
に
は
責
任
あ
る
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
変
化
し
、
変
化
白
中
で
取
り

組
ん
だ
結
果
、
起
き
る
リ
ス
ク
と
い
う
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
変
化
し
な
い
で
い
る
こ
と
に
よ

る
リ
ス
ク
の
ほ
う
が
大
き
い
と
私
は
考
え
ま
す
。

さ
て
、
上
田
市
白
将
来
を
語
る
際
、
重
要
な

こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
制
度
疲

労
を
起
w

」
し
て
い
る
中
央
と
地
方
と
の
関
わ
り

の
構
造
改
革
、
次
に
、
地
方
自
能
力
・
意
欲
が

格
差
を
生
む
地
域
間
の
腕
争
に
負
け
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、
大
き
な
発
展
が
望
め
な
い
中
で
、
持

続
的
に
発
展
し
続
け
る
こ
と
、
こ
れ
ら
白
こ
と

を
周
辺
町
村
と
と
も
に
考
え
て
い
〈
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

上
聞
市
と
し

て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
周
辺
町
村
あ
勺
て
こ
そ
の
上
田
市
で

す
。先

日
、
市
内
で
百
歳
を
迎
え
司切
れ
た
長
寿
者

白
方
に
長
生
き
の
脇
訣
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
そ

れ
は
神
様
し
か
分
か
ら
な
い
が
、
自
分
ひ
と
り

で
生
き
ら
れ
た
白
で
は
な
く
、
周
り
白
人
た
ち

に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
き
た
」
と
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
た
い
へ
ん
重
い
言
葉
と
し
て
受
け
止

め
ま
し
た
。

O 

• 
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上
田
地
墳
の
こ
れ
か
ら
白
戦
略
と
し
て
大
き

く
三
つ
の
こ
と
が
雷
え
る
と
思
い
ま
す
。
-
っ

目
は
地
域
の
力
を
つ
け
る
こ
と
、

二
つ
目
は
産

業
の
カ
を
つ
け
る
こ
と
、

三
つ
目
は
自
立
を
求

め
て
地
域
の
総
合
力
を
発
擁
す
る
こ
と
で
す
。

上
回

・
丸
子
・
真
田

・
武
石
田

4
市
町
村
が

持
つ
個
性
、
素
材
、
資
源
に
は
素
晴
ら
し
い
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
温
品
、
工
業
、
農

業
、
観
光
、
高
原
、
水
、
文
化
施
設
等
々
い
く

つ
も
あ
り
、
紹
介
し
き
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。
こ

う
い
っ
た
も
の
を
連
携
す
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
魅
力
を
磨
き
、
人
び
と
か
ら
注
目
さ
れ
る
要

素
、
フ
ァ
ン
が
増
え
る
要
素
に
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
ま
す
。

財
政
面
で
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
非
常
に
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
税
収
も
こ
の

4
年
間
で

四
億
円
も
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
基

金
残
高
も
今
申
ま
ま
で
い
け
ば
、
平
成
幻
年
度

に
は
ゼ
ロ
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
で
は
大
型
投
寅
ど
こ
ろ
か
、
事
業
推
進
と

い
う
蘭
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
昨
曹
を
及
ぼ
す
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

も
し
合
砕
し
た
場
合
に
は
、
合
併
効
果
の

一

つ
と
し
て
、
今
桂
同
年
間
で
人
件
費
が

1
0
0

憧
円
、
行
政
運
営
経
費
が
2
1
0億
円
削
減
で

会
ま
す
。
全
額
は
輔
理
で
す
が
、
そ
の
分
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
需
要
に
振
り
替
え
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

4
市
町
村
が
一
緒
に
な

れ
ば
、
そ
白
河
%
が
交
付
税
で
補
填
さ
れ
る
合

併
特
例
債
と
し
て
、
発
行
限
度
額
約
4
2
5億

円
の
有
利
な
起
慣
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(2) 



上
田
市
で
も
、
職
良
削
減
、
給
与
カ
ッ
ト
、

市
議
会
議
只
の
報
酬
削
減
、
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
は
、
更
な
る
努
力
を
と
の
話
が
あ
り
ま
す
。

住
民
自
皆
さ
ん
と
白
協
醐
に
よ
る
行
財
政
改
革

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
合
併
の
協
議
を
通
し
て
見
え
て
き

た
こ
と
は
、
告
併
に
対
す
る
懸
念
を
、
払
拭
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
周
辺

部
が
寂
れ
る
白
で
は
な
い
か
、
個
性
が
失
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
地
域
防
白
格
差
が
生
じ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
、
克
服
し
た
い

と
考
=え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
大
切
に
し
た
い
の
が
、
新
設
対
等
合

併
と
い
う
思
い
と
、
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

・
地

域
審
議
会
を
核
と
す
る
住
民
自
治
白
充
実
で
す
。

住
民
白
皆
さ
ん
自
ら
考
え
て
、
書
加
し
て
、
決

定
し
て
、
行
動
で
き
る
仕
組
み
が
作
れ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

新
市
将
来
構
想
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
龍
野

委
貝
長
を
は
じ
め
皆
さ
ん
に
た
い
へ
ん
ご
苦
労

を
い
た
だ
会
ま
し
た
。
「
日
本
の
ま
ん
中
、
人
が

ま
ん
中
、
生
活
快
適
都
市
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
白
も
と
、
こ
の
地
域
が
住
民

と
行
政
、
あ
る
い
は
経
済
界
が
自
立
協
醐
し
な
が

ら
、
共
生
し
合
い
な
が
ら
「
ず
く
」
を
出
し
て
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
に
い
そ
し
む
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

最
桂
に
上
田
市
と
し
て
、
将
来
ど
ん
な
ビ
ジ
ョ

ン
が
掛
け
る
か
、
こ
れ
か
ら
議
論
を
す
る
た
め
の

素
材
と
し
て
、
二
、
三
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
地
域
の
資
源
活
用
、
価
値
創
造
に
向

け
て
み
ん
な
の
知
恵
を
結
集
す
る
こ
と
。
例
え一
ば、

さ
ま
ざ
ま
な
観
光
資
源
を
一
つ
由
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
組
む
こ
と
で
、
更
に
お
も
し
ろ
さ
が
倍
増

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
情
報
、

映
陣
、
映
画
と
い
う
他
地
域
に
は
な
い
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
皆
さ
ん
に
議
論
い

た
だ
く
中
で
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
文
化
的
な
施

設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
由
設
置
、
別
所
線

の
存
続
問
題
も
合
め
た
地
域
振
興
施
設
や
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
小
児
科
救
急
医

療
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
合
併
を
視
野
に
入
れ
、

3
町

村
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。こ

れ
か
ら
の
合
併
論
議
を
通

し
、
住
民
白
書
加
、
自
治
体

制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

行
政
由
効
率
化
や
ス
リ
ム
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
前
進

で
き
る
よ
う
な
ま
ち
が
作
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
全
て
は
地
域

の
力
が
頼
り
で
す
。

簡野彰宏吉ん
上回商工会館所副会頭

新市将来構想策定幸員長

新市将来構想の輩置に当たり、任意合併協議会から38
人のメンバが垂嘱を聖けました。「自立と協働Jr循理

と主流Jr劃造と調和」という 3つの基本理念を掲げ、

6つの基本方針と12のプロジェクトにまとめ上げました。

これからは、自主的立住民主導のまちづくりを目指す
必要があります。効率的E行政運営、地域経済閣活性化、

安全 潤理主生活理境、充実した医療サービス、高齢者

支揮などを盛り込んだこの新市将来構相をもとに、溝腿

するよう立構輔が起きてほしいです。

私たちを取り巷〈環境が大きく霊わる中、合併を地域

づくりのチャンスにするため、①私たちの住民意識を霊

える ②小さくて効率的な行政府をつくる ③広繊的草

パワ の集積と連携を図るという 3点在進めることが大

i切です。
: 人がまちを育て、まちが人や企業を育てる一一合併を
i契機にそういう地埠にしたいと思っています。

「市町村合併を考える市民の集い」特別講演

千曲市誕生に見る i 生活快適都市を目指して
なぜ今市町村合併か
小山立さん
(元上山図町星)

東京での知名度iさ「戸倉町も上山田町も知ら芯い。で
も、戸倉上山田温果(et:1d:んか知ってるなあ」という感じ
です。上山田町を救うのI~吉併だけだと思い、私は命が
けで合併を産めてきました。
地方自治体の財政状宜は年々厳しきを増します。固に

軸斉を求めても、これに応える余裕はありません。しか
し、この事瞳を噴くのではなく、チャンスと捉えてほし

い。ますます増える行政需要lこ対応するため、市町村の
行財政能力の向上、効率的草地方行政体制の確立が重要

在課題です。
「自主的合併が大切だ」とし、う方もいますが、そんな

悠畏なことを言っている時代では在いと患います。道路
網目整備、ごみ焼却とダイオキシン問題への対応、介護
保険制度など、効率が1?:.要注ものは大きいほうがメリッ

卜があります。
しかし、人聞の感晴や地域を聾する，し、I~，そろばん通

りにいきません。大さくなっても地域を大切にするのは
私たちです。大きな輔が合併であるならば、小さな紛の
自治会、コミュニティ を大切にしてlましいです。地方
分権と I~ 自分たちで決めて、その代わり自分たちで責
任を持ってくださいということです。地方自治、地域自
治というものをしっかりと認識して、合併問題に取り組
んでください。

1五10.16[3) 
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r，b かな子どもJを育てる支援をしています
~保育園入園受付のご案内~

市では、「心霊力、章子どもJ壱保育目標に、家庭と手を取り合い、地域とのふれあいを

大切にしながら、一人ひとりに向き古った保育をしています。家庭と保育園で一緒に、

子どもたちの心身の健やかな成長を考え見守っていきましょう。

保宵園は、保護者が仕事病気等によ

り、家庭で子どもの保育ができ立い場合

に、 日歳から小学校就学前までの乳幼児

を対象に、家庭に代わって保育を行主う

月~金午前自時30分~午後4時30分

土 午前日時30分~午後日時30分

朝・タともに時間を延侵している保育園があり
ます。(表1診照)利用の燦隊、保膏科のほかに延畏

保育料"必要です。

公立・私立とも基本と立る保育料は同じです。家庭の課税状，兄(保護者等が前年に支払った税金の額)や子ど

もの年齢によって決まります。

市では、保護者の負担を軽くするため、次のことに配慮しています。(詳しくほお問い合わ"ください)

I悶で定めている基準保育料ではなく、市が独自に保育

t料を定め、全体でが'24%の幌棋を悶っています。

同一世千Fで2人以上の児置が同時に人闘している場骨は、

2保育料を軽減しています。

:・ 2人入閣のとき 入園児被のうち l人を60%軽減

同一世僻で諦1子が小学生で、軍3子以降にあたる児童

が入園している場合は、布で計算した保有料が直に半

輔になります。，

t ・3人以上入閣のとき 入閣児世のうち l人が全朝、
ユ 1 人カ~60%軽誠、その他の児

l 童は無料

ユ(軽減対象者は、保均判の抽によって異なります)

口入園児童を対車にしているサービス

0休日保育 保護者の仕事由都合等で休日に保育を必要とする場合に利用できます。利用した際は、平日に

指替休日をとっていただきます。申込みは通園している保育園にしてください。ただし、緊急

の場合は休日保育実施閣に直接申し込んでください。(表1害照〕

O障害のある子どもの保育 保育閣での集団生活が可能な範囲でお預りします。

0家庭的立雰囲気づくり 60歳以上白男性を雇用し(保育サポータ)、園児に対する保育内容の充実、園舎の

営繕等を行ない家庭的な雰囲気で子育てする環境をつくっています。

O給食 地場段産物の利用に努め、安全でおいしい給企を提供します。なお、 3歳以上児自主企は保護者負担

になります。(献立表配布)

口入園していない児童を対車としているサービス

O一時保育 保護者の仕事(求職活動等)・出産・病気(通院〕・冠婚葬祭等で、一時的に家庭で子どもの保育

をすることができない場合に利用できます。利用の際は、一時保有料が必要となります。

口その他のサービス

O子育て宣援・相談

子育て支援センター(南部 ・塩田中央内)と各保育園で子育てに関する相談等を受け付けています。

また、子育て支優センターでは保育鴎等に通閣していない児童を対象にいろいろな活動をしています。

詳しくは、市役所・各支所・公民館等にあるセンタ 通信をご覧ください。

なお、平成16年度新たに神科第二保育聞にも段位を予定しています。

O子育て宣護施盤「ゆりかごJ(上田市産院に隣接官21・5008)

-病後児一時預り 保育園等に通園中田乳幼児が病気回祖期申ため集団生

活が困難な場合に利用が可能です。

-出産育児支援 出産挫のお母さんと事ちゃんの生活を応援します。家庭

で由育児が不安な方、産桂の肥立ちが思わしくない方な

どが利用可能です。

15.10.16 [4] 



平成 16年度保育園入園の豆付
上田市公私立保育園では、新しく入園を希望される方、または育児休業終了から入闘

を希望される方を対量に、次のとおり平成16年度目入国申込みを行います。 ~

・入園できる基準

保育園に入閣できるのは、次回いずれかに該当する方です(詳しくはご相鍛ください)。

0保護者が家庭外で働いている、または自営業 ・内載をしているため子どもの保育ができない。

O母親が妊娠中である、または出産量悶もない(この場合、入園期間は 3ヶ月が限度です)。

O保護者が病気や心身の障害など白ため、または家庭にいる病人事を晋穫 しているため児童の保育ができない。

O火災・風水害 ・地震などの史書のため、その復旧白問、児童の保育ができない。

.受付期間 .申込み方法

申込容は各保育問 ・児童保育課 ・各支所に用

意してあります。必要事項を記入のうえ提出し

てくださ L、
むお、出産前から申込みができます。母子健

康手帳をお持ち白うえ申込みをしてください。

受付日 受付場所

11月10日目)-11日ω
入園を希望する保育関

正午 ~ 午後7時

11正月午12日嗣-13日同 児重f掴保で育申課込(上田市福祉会館)場
~午後7時 ※保育 みをしなかった吉

-入園申込書以外に必要な書 類

0常勤の方 源品徴収諜の写し、または確定申告曹の控の写し(来年 2月-3月に提出していただきます)

O内職やパート勤務白方 申込書の証明欄に事業所の旺明、またはパ トタイム ・内職賃金支払明細替

0出産前韓白方 母子健康手帳

0病人等を看護している保聾者四方 看護が必要なことを1証明する診断脅士事

0保護者以外の同居親族(66歳未満)がいる方 罰居白親族が保育できないことを鉦明する書類(パート・内職白

証明、診断帯など)

(嚢1)保育園の概要
.保育料の決定

4月-6月までの保育料は、保護者の方

から提出していただいた書類をもとに暫定

で決定し、 4月中旬に通知します。

正式な決定は、市県民税額白確定後(通

常は6月)になります。この決定に伴い年度

途中で保育料が変更になる場合があります。

.途中入園

特別な事情で急きょ入閣する必要が生じ

た場合は、可能な範聞で年度途中で白人闘

を受付けています。

，.一一ーー
【申込みから入固までの流れ】 (概要}

11/10-11/13 斬規入園申込み受付

↓ 
12月-1月 入園轟事審査

各保育園の人量調聾

↓ 

2月上旬

↓ 

2月下旬

↓ 

4月上旬

↓ 

4月中旬

会切内
梶育科決定通知発送

-問合せ児童保育課 <>23・5132ホムベジアドレス htt: WWW.Clt .ueda.na ano. hoik u-

[5) 15.10.16 



学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

ー
市
役
所
で
の
経
験
i

イ
ン
タ
ー
ン
ン
ッ
プ
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
が

在
学
中
に
自
分
の
専
攻
や
、
関
心
の
あ
る
分
野

田
就
業
体
験
を
、
企
業
や
自
治
体
で
積
む
こ
と

で
、
将
来
の
職
業
選
択
由
主
一
援
を
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
昨
年
に
引
き
続
い
て
学
生
白
受
け
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
長
野
大
学
の
ほ
か
、

長
崎
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
長
野
工
業
高
等
専

門
学
校
か
ら
凶
人
の
研
修
生
が
書
加
し
て
、

3

コ
!
ス
に
分
か
れ
て
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

野溝茜さん
昼野大学産鑑社会学部3年生
(市街地活性化車業コース)

実
習
の
コ

1
ス
は
「市
街
地
活
性
化
事

業
コ

l
ス
」
(
商
工
諜
)
4
人、

「環
境
保
全
・

対
策
事
業
コ

l
ス
」(生
活
環
境
課
・
廃
棄

物
対
策
課
・
都
市
計
画
課
〉

3
入、

「実
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訓
練
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l
ス
」
(
都
市
建
設
部
)
3人
で
す
。

研
修
生
は
今
回
の
実
習
体
験
を
生
か
し
、

今
桂
の
大
学
な
ど
白
授
業
で
、
報
告
書
の

作
成
に
取
り
か
か
り
ま
す
。

社会のことを何も知らな

いで 4年聞を過ごしたので

はもったいないと感じ、去

年、畳講した先厳から聞い

て参加してみました。

私は中心商届面の現状を調査して、括性化のための

手立てがないか考えました。駐車喝の持ち主の方にイ

ンタ ビzーしたり、空き庖舗調査、パス ・タク シーの

調査などをしました。また、商庖主の方位経営理念や

販売蝿進の方針を聞いたり、駅前開轄によってどんな

酷ーがあるか、怠どを凋きました。

専門屈の方は.滋が高いところもあり、 コンセプト

が1;1.っきりすればお客さんにも見てもらえるのではな

いかと患います。

今後は大学の世章で報告会をして意見交換しながら、

これからに生かしていきたいと思います。

「

橋本紘和苫ん
長野大学量集社会学1113年生
(環焼保全 ・対策事業コ ス)

先蛾や友人から「就取が世

し"Jという話を聞いていた

ので、自分の目で実際の職

場を体験したいと且ヮてい

ました。

草色拡環境保全・対軍事量コースで、不法世車パトロー

ルや塩尻碍育園で理境ISOの取組みを聞いたり、 ISO
ネヲトワークにお相している企章の脅さんにインタビzー

しました。また、違反広告物のパトロールやチラシを

はがす作童も手伝いました。ルール通Eごみのチェッ

クの時には、中身の仕分けが不十分なのものが多く、

こうしたごみが貰障に幽ていることに置きました。

行政がやるべき仕事は範囲が広く、どこまでがやる

べき仕事なのか躍しいものがありますが、自分自身で

できるニとはできるだけやる、このことをa心がけたい

と感じました@

t 

企旧西塩田小学校の活用方法をみんなで讃論

なぜインターンンツプに書加したかというと、自分の頭の中に就磁のことがあり、

社告に出てどんな仕事があるか体瞳してみたかうたからです。将来的には土木関連

の仕事につきたいと思勺ていますが、市をインターンシップ先に週んだのは、土木

だけでなく幅広い仕事に携われる公高貝に興味があったためです。仕事の内容は塩

田平の田園風景の中を歩く現地視察とワークショップへの参加や、柳町の道路改修

や道路の里親制度などの貰料作成でした。道路の里親制度は、道路の掃除や花壇の

聾舗を住民自身が行うことで、行政の目の届かないところまで手が届くし、また、

沿道の方は手をかけることで量着が商いてくる良い仕組みだと思いました。

実開に仕事をやってみて、もっ と勉強が必要だと感じたし、仕事を進めていく上

でどういうニとが大明なのかが分かりました。率量まで有意義に過ごしたいと思い

ます。

r 
持出結亮吉ん
畳罫III高等専門学綬4年生
(実務制線コース)

[6) 1丘1且16



回調

.都市計画思 823・5127

第9図上田市都市景観賞に次の5件が決定しました.

今回の応募推薦件数は20件で、上岡市景観審議舎の

現地確認を吉む審議を経て遺ばれました.ともに周囲

と綱相しながら、相Eに地区の規制をより美しく見せ

る点が静曲されています。施主設計者且び施工者の方々

は、11月3日(円)の「景観づくり講演会」で表彰される

予定です.応募を頂いた皆棟、ありがとうございました。

安薗宅{申央5-16-4)

施 主/安腫さん
股齢者/安麗建築置計工房

筋工者/株式会社株工務后

江声末期の武家屋敷を道路革幅時に取り規さす再生.本主

や娘、建具を生かし茅褒屋銀Itlll防火地鍵のため‘フォル
ムを帯して銅版蔓きに.塀を立て"1'1こ植殺をほどとし 緩

下町の風備を聾した.

所有管理/日置電機糠式会社

工.敷地に緑地稽を置け、 この地媛に育つ樹種を置定値

税.社員が樋殺し現在は自問称に近いI!観を形成a 会社

も環境緑化に積極的lollllb組んでいる.

[7] 15.10.16 

下本郷花と
織の街づくり
協醜会
{下寧掴土屋111l1li1:1軒}

活動団体/下本郷花と

緑の街づくり
箇鶴会

主聖地方道上田丸子織

新置と婦の架け笛えに伴
う残地を活用して、 地盤援
ぐるみでガーデニング花

温由直備を行い環境美化

に努めている.遊休畑を

利用し橿かう花苗を育
て纏えている.

施 主/援口満明さん

官齢者施工者/様式会社 武井彊置
的150年前に建てられ的20年空家だった蓋種製造鱗兼

住宅を再生.柱や梁を生かして縁側It原形に復元、門畏置
も再生した.軍部上回を偲，j;古き農を風格が置し出されて

いる.

施主/学担法人北野学圏上回女子短聞大学

股計者飽工者/北野建置株式主社
平鹿7年に北野副堂と教育研究棟をレンガ色を寒国に置

置し、今回平成14年 15年にかけ本館と携をレンガ闘に

抗ーして盛備.揖豊か忽キャンパスとの園犯を因った.
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「池波正太郎の上野浅草まつ句」 【lまていや醐}

池波正太郎真田太平記館開館5周年記念イベシト

1 ステージイベント
来Lいステージイベシトが目台押しです。

ぜひご車場申上、ご覧〈ださい.

10月25目(土)個州上田周回陣太厳、江戸太

神業、浅草鏑り、湾恒三味線

(太田家元旭町、ItJv-ンア

クト他

10月26目{目)摘談「真由太平田J(神田紅)、

ちんどん、声楽他

*ちんどん、江戸太神楽、バルーンアクトl孟
商庖衝にも出頭します!

2 伝統工書鴎人による実演販売
伝統エ署職人さん司技を目前でご覧ぃた

だけます.
I江戸提灯、江戸ベつ甲、江戸象牙、江戸陵(す

だれ)、江戸組紐(くみひも)、江戸刃物、江戸

銅器、江戸指物(さしもの)、東京桐ヲンス、江

戸切子j

3 観光みやげ属コーナー
浅草からお土産屋畠んが出庫ιます.

『雷おこし、浅草のり、瓦せんべい、牛佃煮、金

太郎飴、七昧唐辛子1

4 岡崎開催イベント
10月25日l土)-1月12臼(月)
・「鬼平ヲ品ア」 令心商畠街

10月25日(土)
.rハヲピー・ハロウィシ」 完神南庖街

10月25日(土)、268(自)
・「原吋まち Eゅう写真履J..可商串俺

(協力:[写真のまちょ冒J実仔委員告)

10月26日(回 a I 
・「ホビーまっ ~J 海野可甫恵穂町同J
・「ダンスパフ 8ーマンスJ

上田パーキング(館隣)

(長野畢晶校総告文化畢}

-問合せ池波正北部真司主平記館包28・71∞

9月市議会定例会が9月2日から24日まで開かれました。
今回は、24議案2報告が提出され、決算特別委員会で継続審査となる15議案を除く議案が可決されま

した。主な補正予揮は下記のとおりです。

主な条例の制定.ilI!正など
b市営駐車場条例の一部改正

西上田駅南口と上田駅お城口に、それぞれ市営の自動車駐車場が設置されるため。

9月市機会で決まった15年度予算

予算総額

般会計

特別会計

補正予車額

B億6.763万円

1億8.999万円

439憧7，739万円

295億8，892万円

一般会計等補正予算の主な内容
b新エネルギー活用施設設置補助金・・・ 200万円

当初の予想を上回る申請をいただいた、太陽光発電や太陽熱利用システム立どの施設を設置され
る方に対する補助金を追加計よしました。

1>求職者就労支援事業・・・ 108万円
厳しい雇用情勢の中、生活不安を抱える求職者に対し、きめ細やかな就労主援を行うため、長期

失業者を対象としたキャ リア・ コンサルティングを実施し、就労の促進在図ります。
b中小企業金融対策事業・・・ 2億1，263万円

依然として厳しい企業の経営環境を踏まえ、市制度融資枠の拡大とこれに伴う信用保証料を追加
計上しました。

1>豊殿小学校屋内運動場建設事業・・・ 9，460万円
改築計画に従い必要となる建設予定地の取得と造成工事在実施します。

b森林(もり)の恵み共生事業・・・ 705万円
小中学校に順次整備を進めている県産材製の机・椅子の購入賞を追加計上しました。

b上回情報ライブラリ 整備事業・・・ 6，380万円

駅前再開発ビル4階に開設予定の上田情報ライブラリーの準備経費を計上しました。

1五10，16 [8) 
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…
し
い
世
主
る
グ
ッ
ズ
を
作
り
ま
す
。
両
辺
三
三
回
昌
司
司
逼
温
辺
這
這

an

.
同
容

も
り
そ
ば
、
そ
は
す
い
と
ん

…
③
ア
ラ
ノ
ン
A
C
グ

ル

ブ

…

・

対

章

者

小

中

牢

生

…

佃
町
即
防
副
回
忌
闘
劃
園
・
・
・
・
圃
・

の
臨
売
、
属
産
物
直
売
フ
ェ
ア
、
畳

一
@
グ
ル
ー
プ
紹
介
、
本
の
掴
介

…
・
定
員

四
人

・
.
と
き

刊
月
2
白
岡
、
3
日
間

層
調
関
飯
町
凹
む
令
室
、
ん
敵
陣
胆
ン
ョ
…

・
酎
量

身
近
な
人
の
E
酒
や
聾
物
の

…
・
受
情
料

開
料

日

午
前
叩
時
5
午
睡
5
時

、
ウ
ォ
l
ク
ラ
リ
l
、
室
置
三
面
描

…

影
.
を
受
け
た
方

…

・

申

込

み

・

・

内

容

ロ
ボ
ッ
ト
の
組
立
・
対
軸

子
、
親
子
事
作
り
の
お
も
ち
ゃ
作
り
、

…
・
嘗
加
畳

間
料

山

は
が
き
、

F
A
X、
ま
た
は
電
話
で
山
(
車
前
申
し
込
み
)
や
ペ
パ
ク
ラ

警

鵬

・
敵
み
物
の
出
庖
な
ど

“

日

リ

リ

パ

バ

イ

l
一
汁
ー
パ
ノ
"
氏
名
、
年
齢
、
母
住
所
、
電
話
番
"
フ
ト
、
晶
り
え
コ
ー
ナ
ー
な
ど

J

一
創
造
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
一
…
。

-
そ
の
他

ウ
ォ
1
ク
一
フ
リ
ー
に
書
加

一
戸
川
同
凶
い
は
は

H
い

M
H
H」
"

号
を
1
月
幻
日
嗣
ま
で
に
お
知
ら
せ

…
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
副
作

•• 

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
叩
月
四
日
嗣

…
-
園
陸
民
制
医
脳
・
・
・
・
・
・
・
・
圃
…
く
だ
さ
い
。
申
込
み
多
散
の
場
合
は

…
・
入
場
料

開
料
(
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど

ま
で
に
、
さ
さ
ら
の
渇
へ
圃
話
で
お

…
F
』

E
園

田

園

田
脳

E
E
E…
抽

置

と

な

り

ま

す

。

…

は

一

部

有

料

)

申
し
込
み
く
だ
さ
い
(
先
種
田
人
。

…

mu四
閣
河
絹
4
姐
週
四
咽
悶
悶
『
斗

1-…
両
国
川
開
門
岡
凶
岡
山
町
刷
嗣
同
凶
・
・
・
山
島
幽
回
開
捌
門
凶
同
以
出
圃
・
・
・
・
・
・

• 

書
加
者
に
は
配
念
晶
あ
り
)
。
な
出
、

…
，
園
開
晶
阪
町
回
開
勧
副
耐
肱
眠
国
・
・
・
"
圃
と
き

刊
月
8
日

出

山

・
と
き

刊
月
刊
日
凶

当
日
午
前
叩
時
か
ら
午
桂
4
時
ま
で
…

・
と
き
刊
月

1

日

出

…

午

前

叩

時

5
刊

時

…

午

碓

1

時

四

分

3
4
時

の
入
館
者
(
未
就
学
児
は
除
く
)
に
は
一
午
後
1
時
四
分
5
4時
四
分
山
国
内
容
天
体
望
遠
観
(
口
径
四
酬
の
…
・
対
車
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

特
典
か
あ
り
ま
す
。

…
・
向
容

よ
リ
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
…
屈
折
式
赤
道
輯
)
で
太
晒
白
黒
点
を
…

・
定
質
問
人

え
る
ホ
l
ム

ペ

ー

ジ

の

作

り

方

を

営

…

闇

察

し

ま

す

.

…

・
量
醐
料

1
5
0
0円

ぷ
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
掴
座
で
す
。
横
山
※
天
候
省
く
盟
刑
で
き
な
い
望
号
、
…
白
回
目
目
問
日
開
回
目

m'

軍
サ
イ
ト
で
ヒ
ッ
ト
す
る
方
法
、
見
…
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
童
で
太
帽
に
闘
す
…

圃
と
き

刊
月
市
田
園

や
す
い
ホ
ム
ベ
ジ
と
は
っ
等
に
山
る
話
や
ビ
デ
オ
の
よ
棋
を
し
ま
す
。
…
午
睡
1
時
担
分
5
4時
担
分

つ

い

て

、

ま

た

、

デ

ィ

レ

ク

ト

リ

や

山

画

司

週

山

田
対
量

パ
ソ
コ
ン
初
心
者

フ
ァ
イ
ル
の
管
理
由
仕
方
な
ど
ホ
l
山

餌

幽

山

固
定
員

市
人

ム
ペ
ジ
の
基
窓
的
な
考
え
方
も
お

…

・

と

き

山

圃

憂

問

料

催
U 

さ
さ
ら
の
湯

温
泉
祭
り
・
そ
ぱ
祭
り

-
と
き

-
と
き

円
月
9
日
間

1
5
0
0円

刊
月
百
目
出
稿
料

H
月
間
日
回

午
前
叩
時
5
正
午

-
対
量

初
心
者
か
ら
桂
睡
者

.
定
員

叩
人

-
帽
髄
料

稿
料

圃
と
き

-
期
間
叩
月
明
日
出

s
n月
刊
日
樹

(
体
簡
目
は
寄
週
水
曜
日
と
刊
月
4

日
凶
)

.
時
間

午
前
叩
時
3
午
睡
5
時

-
展
示
内
容

C
G
ア
テ
イ
ス
ト
団

体
-
「
デ
ィ
ジ
タ
ル

・
イ
メ
ー
ジ
」
の
作

軍
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
の
作
品

展
-
入
場
料

情
料

刊
月
目
日
開

午
後
1
時
四
分
5

-
と
こ
ろ
佐
久
市
研
倍
セ
ン
タ
ー

(
佳
久
市
大
宇
中
込
2
9
4
7
)

-
情
師

市
川
孝
さ
ん
(
刷
日
本
広
告

審
査
植
構
恵
輯
周
畏
)

圃
盟
国

w
広
告
u

だ
ま
し
の
車
桂

.
受
闇
料

稿
料

-
定
員

1
2
0人

・
申
込
み

刊
月
羽
田
凶
ま
で
に
生
活

理
壇
醒
へ

-
と
き

Y丘1且16[9] 
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…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
首
骨
量
し
ま
す
。

…
・
膏
車
会
員

u

・
と
き
・
内
容
左
賓
の
と
お
り

な
お
、
青
年
海
外
協
力
障
に
つ
い
て
…

0
怯
頼
全
員
(
子
育
て
の
擾
助
を
受
け
…

・
と
こ
ろ

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う

…
は
、
叩
月
目
日
凶
よ
田
商
工
会
蝿
訴
に
…
た
い
人
)
…
・
対
量
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
男
…

…
お
い
て
、
午
碓
6
時
四
舟
か
ら
事
畢
説
一
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
お
お
む
“
女
却
人

①
刊
月
5
日

剛

一

明

会

を

開

憧

し

ま

す

。

一
ね
生
桂
3
か
月
以
上
口
車
ま
で
の
子

…
・
申
込
み

叩
月
U
日
間
ま
で
に
男
女

…

②
刊
月
叩
日
嗣
一
昨
し
く
は
、
固
障
協
力
構
構
駒
ケ
椙

一

白

樺
瞳
者
の
方

・
共
同
鯵
画
醍
へ
電
信
で

午
前
叩
時
叩
分
3
正
午

…
青
年
海
外
協
力
障
馴
揮
所
へ

…
0
担
供
会
員
(
子
育
て
の
撞
助
が
で
き

…
・
そ
の
他

民
児
希
望
の
方
は
、
そ
の
山

・
と
こ
ろ

中
央
公
民
圃

…

・

醇

聾

期

間

一

る
人
)

・

旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

-
内
容

ハ
プ
を
檀
っ
て
華
し
み
な
…
叩
月
叩
日
圃

s
n月
間
日
間

…

市
内
在
住
で
乎
ど
も
を
自
宅
で
預

…

が
ら
風
邪
予
防
に
世
立
て
ま
す
.
山
、
1
14
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1ノ
…

か
れ
る
方
・
乳
幼
児
や
児
量
の
揮
育
・

①
ハ
ー
ブ
酒
の
作
り
方
と
用
い
方
・
ハ
…
一

7
1
D
l・
ザ

干

卜

・

一

…

に

霊

の

あ

る

方

・

…

児

童

手

当

は

小

震

に

就

学

す

る

前

ブ

ミ

ン

ク

ス

と

旬

い

袋

…

同

日

M
川
晴
圏
直
円
|
|
」
…

0
両
方
会
員

"

…

の
子
ど
も
さ
ん
を
費
面
し
て
い
る
梶
瞳

②
免
壇
力
を
高
め
る
ハ
ブ
(
風
邪
予
ニ

'
E園
闘

闘

闘

副

回

目

闘

圃

…

惜

頼

全

員

、

握

棋

会

員

両

方

に

臨

…

…

者

に

宣

桔

さ

れ

る

手

当

で

て

揮

瞳

者

防
と
ハ

1
7テ
ィ
l
)

…
「
闘
臨
眠
闘
圃
E
E
E・
E
・
-
-
・

…
当
す
る

方

“

…

の

所

帯

が

一

定

額

を

超

r

え
て
い
な
い
場

-m師
小

林
あ
き
さ
ん
(
星
野
県
車
山
上
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

・
…
・
料
金

月
曙
臼
3
金
曜
日
(
祝
日

・

"

…

合
、
認
定
晴
求
を
さ
れ
た
翌
月
か
ら
児

草

指

導

員

)

…

セ

ン

タ

で

は

、

宇

富

岡

て

に

役

立

つ

間

一

年

末
年
拍
除
く
)

…

…

量
手
当
が
支
桔
さ
れ
ま
す
(
2
月、

6

・
定
員

先
着
叩
人
…
留
金
を
開
憧
す
る
と
と
も
に
、
会
員
の

…

午
前
7
時
3
午
桂
7
時
ま
で

…

…

月
及
び
叩
月
に
前
月
分
ま
で
の
手
当
を

-
書
加
料

情

料

…

曹

揖

を

行

い

ま

す

。

竃

毘

で

畠

申

し

込

…

1
時一間
6
0
0円
…

…

指

定

の

口

座

に

握

り

込

み

ま

す

)

。

一.

・
申
込
み
・
問
古
せ

電
話
で
国
保
年

一
み

の

う

え

、

お

越

し

く

だ

さ

い

。

…

こ

れ

山

舛

の

時

間

…

…

盟

定

開

京

は

園

時

受

け

付

け

て

い

ま

剖

壷
醒
へ

“
.
と
き
向
曹

左
聾
の
と
百
り
…

1
時
間
7
0
0
円

…

…
す
・
子
ど
も
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
、
上
川

面
訓
副
訓
-
H
|
|
川
H
l
l
J
“

司

4
1斗
|

斗
l
」

川

」

山

入

会

金

年

会

畳

間

料

…

…

田

市

に

転

入

さ

れ

た

方

で

児

童

手

当

の

渇

ゆ

一

閥

附

陣

営

三

福

一

一気

一咽

一

…

里

込

み

・

問

合

せ

上

田

市

フ

ア

ミ

…

…

舘

定

問

求

を

さ

れ

て

い

な

い

方

は

、

昭

闘

蜘

一
・
回
国
語
目
・
幽
一
層
聞
盟諸
事
咽
留

一
三
一

副

一風
笠
原
理
一時
話
一

"

リ

・

サ

ポ

ー

ト

・

セ

ン

タ

ー

へ

月

…

…

定

摘

求

を

し

て

く

だ

さ

い

(

公

務

員

の

吋

噂

翫
跡
E
w
-
-M一…

ι

↓

一室

長

一混

一怠

…

曜

日

5金曜
日
の
午
前
9
時

5
2…
…

方

は

動

輯

先

に

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

z

a同
困
問
I

l

l

i

-

-

L

=

叩

不

室

長

恒

志

も

亨

山

4
時
に
竃

E
E
F
A
Xで
山

…

い

)a

L
理

N
l
u
u
U
N
u
-
-
l川
・

二

戸

一
長
川
町
民
閣
で
一

3
…

i
ー

ー

l

i

l

l

l

i

-

-

-

.

、

セ

処

丙
淵
羽
川
川

U
…
内

一

掃

一昨
嚇
一蜘
湖
一盟

諸

…

日

間

同

副

矧

劃

…

…

昭

子

同

刊

誌

誌

は

同

て

町

民

両

険

医

作

協

墜

“

二

日
開
一仙
制
一抑
制
一切
叫
一晴

児

虐

曙

曙

嘩

四

ト

レ

…

…

認

定

摘

草

を

し

て

い

た

だ

く

と

、

児

量

国

リ

~

『
圃
温
縄
切
ヨ
岨
遇
措
沼
畑
遁
岨
“

一

-R
山口
一ド山口
一山口山口
一山
口
劃
一
~
征
二
国
運
遺
調
理
軍
司
岨
圃
・
・

E
“

"

。

み

夕

晴

一

慰

霊

童

霊

E二

五

一主

一主

一孟

一

分

科

"

重

量

聖

霊

園

・

・

…

…

言

語

で

き

る

望

口

が

あ

り

ま

す

ご

…

附

「

E
E
E
E
E
E
S…
司

判

型

型

コ

記

録

…

匝

B
E
E
-
-
E…
…

分

か

ら

な

い

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

駄

制

時

国
際
協
力
童
図
で
は
、
開
霊
上

…
程
一
沼

一
泊

一
竺

抱

一

o料
…

伺

だ
カ
よ
く
ま
ら
な
い
し
、
離
し

…

…

児
童
保
育
醒
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

凋

時

間

地
域
へ
の
主
撞
活
動
を
目
的
と
し
て
、

・

Z
W
一
卯

一
和

一
附
一
唯
一
山
…
そ
う
と
思
わ
れ
て
い
る
男
女
共
同
書
面

…

…

ぃ。

別

刷

附

「
青
年
海
外
協
力
障
」
‘
「
シ
ニ
ア
題
外
…

「
』
川
」
「
巴
「
川
ト
川
」
※
"
を
、
分
か
り
ゃ
す
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん

U

H

-

-

固

ー

・

・

1

1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
‘
「
日
系
シ
ニ
ア
海
外
…

・
と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

…
か
っ
斬
し
い
葺
貝
か
あ
る
か
も
・

…

…

・

-
と
き

( 

固 日 時 円 冨 閉師

第 1回 10月31日圃 わた身しの中、世の中のジェンダーにきづく 男女共伺司掴書画師
午後 1時-4時 ~ のまわりのちょっとへンに気づいてみよう~ センター

第2固 11月1時4自~国4 自己表表現現とコミユーケーション 級(部畏時野子大先学)生午後 時 ~ する棄しさを感じよう~

第 3回
11月7日圃 |文学~たの作か中家~のた女ち性は女た性ちをどのように鍵えどう繍いてき 桂(畏々木野理大教学捜) 午後 1時-4時

第 4回 11月10日開
今求められている男女共同惨画社会{まなぜ必要なのか 土回(長世野之大助学教)授

午後 1時-4時

、

爾
児
童
手
当
の
一

お
済
み
で
す
か
?

15.1且16[10 1 
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-
自
転
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必

日

ず
カ
ギ
(
ツ
l
ロ
ッ
ク
)
を
か
け

…

ま
し
ょ
う
一
。

盗
置
に
冊
正
、
自
転
車
の
防
犯
量
・

輯
を
し
ま
し
ょ
う
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
を
購
都
市
計
画
よ
田
市
公
共
下
水
道
圏
分

…
③
車
上
狙
い
の
防
止

入
す
る
と
、
国
専
の
機
関
か
ら
補
助
金
汚
水
ポ
ン
プ
喝
の
計
画
変
更
と
都
市
計

…

・

わ
ず
か
な
時
間
で
も
車
か
ら
離
れ

…

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
e

E
区
埴
の
う
ち
用
量
地
埴
の
措
定
の
な
n

る
と
き
は
、
必
ず
「
キ
l
捷
き
・

・

「恩
わ
岨
労
災

予
期
せ
拍
車
車

補
助
額
は
、
ベ
ー
ス
車
と
の
差
額
の
二
い
区
揖
に

E
け
る
彊
聾
物
の
容
積
車
制

…

ド
ア
ロ
ッ
ク
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

…
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
貯
働
偉
憤
」

升
の
一
以
内
(
上
限
あ
り
)
が
原
則
で
間
専
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
壇
に
墨
づ

…

・

車
の
中
に
は
、
現
金
な
ど
の
賓
置

“

開
働
樺
院
は
政
府
が
管
理
、
運
営
し

す
。
群
し
く
は
各
揖
閤
に
お
問
い
合
わ
く
計
画
軍
の
公
告

・
躍
覧
を
次
の
内
容

…

晶
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

…
て
い
る
強
制
的
な
探
院
で
あ
り
、
原
則

せ
く
だ
さ
い
。

…
で
行
い
ま
す
。

…

う。

一
と
し
て
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

な
お
、
こ
の
都
市
計
画
の
軍
に
つ
い

…
③
自
動
販
売
揖
荒
ら
し
の
防
止

"
れ
ば
、
事
量
主
は
労
働
惇
瞳
の
加
入
手

…
て
、
縦
覧
周
聞
の
高
了
の
日
ま
で
に
よ

…

・

自
動
販
亮
横
内
の
現
金
は
、
こ
ま
n

輔
さ
を
と
り
、
労
働
保
瞳
料
を
納
め
な

一
回
市
星
あ
て
に
意
見
・
を
提
出
す
る
こ

一

め
に
回
収
し
ま
し
ょ
う
一
。

…
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

…
と
が
で
き
ま
す
。

…

防
犯
力
メ
ラ
を
睦
置
す
る
な
ど
、

…

な
お
、
事
提
主
が
龍
曹
ま
た
は
重
大

"
・
縦
覧
場
所

一

祖
曹
を
費
け
に
く
い
理
壇
づ
く
り

…
な
過
史
に
よ
り
労
災
慢
院
の
揮
障
問
幅

一
・
国
分
汚
水
ポ
ン
プ
喝
の
計
画
変
更
に
…
に
罫
め
ま
し
ょ
う
。

一
成
立
届
を
揮
出
し
て
い
な
い
期
間
中
に
、

つ
い
て
は
、
市
役
所
北
庁
舎
3
階
下

一
@
唖
入
盗
の
防
止

"
労
働
省
が
き
裳
指
震
桔
付
書
っ

水
道
揮
で
す
。

…

・

二
重
ロ
ッ
ク
に
よ
る
戸
締
り
を
し
“
た
場
合
、
盟
直
し
て
労
働
揮
険
料
を
酷

…
・
都
市
計
画
区
瞳
の
う
ち
用
途
地
埴
町

一

ま
し
ょ
う
。

一
眼
す
る
ほ
か
、
労
災
保
障
桔
付
に
要
し

指
定
の
な
い
区
埴
に

E
け
る
理
聾
物

…

・

瞬
近
所
へ
の
声
が
け
や
、
外
部
か

"
存
歯
周
の
一
部
移
骨
収
す
る
こ
と
に
な
っ

の
富
植
串
制
限
尊
に
つ
い
て
は
、
市
"
ら
の
見
通
し
を
よ
く
す
る
た
め
の

・
て
い
ま
す
。

'
母
閉
本
序
舎
4
階
都
市
計
画
障
で
す
。

…

植
木
町
田
定
や
配
置
換
え
な
ど
、
・
ま
た
、
平
成
旧
年
4
月
1
自
の
雇
用

…
・
縦
覧
期
間

一

祖
曹
を
血
友
け
に
く
い
珊
揖
づ
く
り
こ
樺
院
法
直
正
に
よ
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

叩
月

n日
同
5
n月
6
日
同

一

を
し
ま
し
ょ
う
。

一
封
働
者
の
加
入
要
件
が
緬
和
さ
れ
、

.、1j
J
1寸
1
1
1
I
l
l
1

…
@
上
国
警
聾
署
曹
向
窃
盗
手
口
別
件
融

…
「
一
週
の
所
定
労
働
時
聞
が
却
時
間
以

一
直
園
地
匂
漫
全
湿
動

}
I
I
I
l

…

(平
成
叩
年
1
月
5
8
月
)

…
上」「
1
年
以
上
の
雇
用
の
見
込
み
が
あ

日

間

旧

同
い
川

同

凶

旧

畑

…

恒
入
盗
1
2
9
件
(
う
ち
空
員
百
…
る
こ
と
」
と
な
り
ま
し
た
。

一
回
厄

Et---------
一

件
)
、
軍
鞠
盗
3
0
0件
(
自
動
車
、

…

耽
職
時
に
1
年
以
上
の
見
込
み
が
な

「
』
医
院
-
E
E
E
E
E即
量
EE--

…

オ
ト
バ
イ
、
自
転
車
)
、
非
哩
入
"
く
て
も
、
結
果
と
し
て
1
年
動
朝
し
た

…
『
み
ん
な
で
つ
〈
ろ
う
安
心
の
智
一

盗
7
0
0
件
(
う
ち
車
上
狙
い
3
1
"
型
足
、
そ
の
翌
日
か
ら
加
入
要
件
を

…

s防
犯
対
置

S

…

1
件
、
万
引
き
1
6
0
件
)
軒
1
1
…
調
た
し
ま
す
の
で
手
瞬
き
を
お
願
い
し

…
①
自
巨
車
盗
の
防
止

…

2
9件

"
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
動
車
の
購
入
補
助

電気自動車
間日研本究自所動車

ハイブリッド 官 03・3503・3782
自動車

醐日本ガス也会
1!03'3田2・0111

日本LPガス悔会
官 03.3503・5741

唖召

還さ
都
市
計
画
下
水
道
の
計
画
決
定

変
更
等
に
つ
い
て
(上
田
市
決
定
)

畳
録
期
間
陪
3
か
月
で
、
不
用
品
の

紹
介
は
1
固
に
つ
き
1
品
(
1件
}
で
す
・

取
引
は
無
料
で
、
当
夢
者
の
責
任
に
お

い
て
貫
渉
L
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
坦

取
引
が
成
立
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
示
く
だ
さ
い
。

業
こ
こ
で
は
一
向
舗
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

マ
子
ど
も
服
(
1
4
0
師
・
男
女
)

マ
マ
ッ
ザ
ン
一
機
マ
コ
ヒ
メ

カ
マ
カ
ラ
オ
ケ
〈
8
ト
ラ
)
マ
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
(
ピ
ク
タ
l
)

マ
ご
輔
恵

マ
自
転
車
(
婦
人
周
}
マ
締
り
た
た

み
式
自
転
車
マ
ウ
ォ
タ
ベ
ッ
ド

(
ダ
ブ
ル
〕
マ
二
面
ベ
ッ
ド
マ
パ
イ

プ
机
マ
緩
い
す
(
回
伝
式
)
マ
学
習

机
(
ス
チ
ー
ル
製
)
マ
ル
l
ム
ラ
ン
ナ
ー

マ
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
マ
大
血

(却

g

v飲
料
水
用
タ
ン
ク
〈
6
M
)

マ
地
下
E
控
(
男
性
周
回

5
g

マ
消
し
炭

マ
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
卜
(
新
生
児
用
)

マ
ベ
ビ
ベ
ッ
ド
マ
家
具
圃
こ
た

つ
マ
食
鋸
涜
浄
標
マ
テ
レ
ビ
マ

冷
麓
庫
(
小
型
)
マ
風
E
が
ま
(
し
P

ガ
ス
)
マ
木
製
ベ
ッ
ド
〔
シ
ン
グ
ル
)

マ
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
マ
学
習

机
来
型
マ
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
(
ス
チ
ー

ル
製
)
マ
志
棚
マ
ぶ
ら
下
が
り
健

康
俊
マ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
(
主
柱

付
き
}
マ
芝
刈
り
機

11月1日出ツルヤ大慶信、マツヤ上国届(111酉}
11月8日出 西友秋和信.西友三好町庫、Aコープコア塩田!!i
11月15目出 マツヤ上国インタ !!i.やおふくよ堀居
11月22日出 やおふく上繍居、しおだ野ショッピングセンター

: 阿 M 聞 H

-ウィークエンドリサイクル11月の日程
回収薦問隠午前10118-正午(鴎聞厳守l• 
. 虚のびん‘缶、古紙、古布が出世ます.[ 11 1 1丘1且16
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.
・
入
場
料

…・
口
同
凶
μ

"
・
と
き

什
月
四
日
出

午
前
8
時
四
分
5
午
桂
5
時

…
・
見
宇
先

信
州
中
野
調
右
展
画
ミ
ユ
ジ
ア
ム

北
斎
曲
、
彊
堰
版
画
豊
前
面

“
.
間
師

米
浬
掴
祐
さ
ん
(
二
紀
会
委
員
)

日
ご
ろ
の
公
民
館
活
動
・
分
館
活
動
"
・
定
員
叩
人
(
先
着
順
)

の
樺
子
や
成
果
を
尭
表
し
ま
す
。

“
・
書
加
料

3
5
0
0
円

・
と
き

什
月
8
日
出
・

9
日
間

…
・
申
込
み

-
と
こ
ろ

川
西
小
学
校
体
育
瞳

・

刊
月
白
日
開
ま
で
に
書
加
料
を
讃
え

・
同
容

日
て
山
本
鼎
配
意
曲
へ

作
品
展
示
(
8
日
午
前
9
時
5
午
碓

・

4
時
9
日
午
前
9
時
5
午
櫨
3
時)、…

音
量
交
流
会
「
ひ
び
け
川
酋
の
空
に
」

(
8
日
午
挫
)
、
霞
台
尭
表
(
9
日
午

前
)

u-入
場
料

情
料

…
・
申
し
込
み

事
前
に
理
屈
立
は
直
接
中
央
公
民
館

へ
(
当
白
書
加
も
で
き
ま
す
)
。

『
い
っ
しょ
に
有

J

一え
て
み
ま
せ
ん
か

-

一
1
地
元
学
の
す
す
め

一

一

「
う
え
だ
の
底
力
の
発
見
」

s
一

高
桂
生
以
下
情
料
"
「
固
属
医
圃
副
嗣
副
副
・
・
・
・
・
・
・

I
l
l
1
1
1
…
・
と
さ

れ
月
1
日
出

尭
昆

ゴ

午

桂

1
時
四
八
円
j

3
時
却
分

「農
と
水
の
文
化
財
|
干
曲
川
一

…
圃
と
こ
ろ

同
ほ
は
川
同
出
恒

凶

岡
崎
順
」
…
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
(
現
地
研
笹

田
脇
島
臨
E
H魁
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
は
「
染
屋
町
轟
」
へ
移
動
)

』

EB--巴
劃

EE-----・
…

・
内
容

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

「
染
厘
の

私
た
ち
の
住
む
よ
田
小
県
地
曜
を
流
山
車
」
守
り
の
発
信
染
息
苦
の
グ
リ

日
れ
る
千
幽
川
。
大
切
な
位
み
水
と
し
て
、
山
ン
ベ
ル
ト
の
一
角
に
あ
る
実
験
林
等

田
や
畑
を
潤
し
私
た
ち
の
む
に
潤
い
や
"
を
貝
て
い
ち
九
た
き
な
が
ら
、
現
在
問

日
畳
か
さ
を
与
え
て
く
れ
る
心
の
ふ
る
さ
…
瞳
と
な
っ
て
い
る
地
障
の
温
唖
化
等

刊
月
四
日
出
口
月
叩
日
出
一
と
千
曲
川
。
過
去
現
在

・
未
来
の
干

…

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

午
睡
2
時
5
4時

"
曲
川
に
つ
い
て
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
一
た
い
と
思
い
ま
す
。

-
と
こ
ろ

中
央
公
民
揖

・
み
ま
せ
ん
か
。

"
・
闇
師

圃
摘
師

・
・
と
き

H
月
8
日
出

"

川
上
葺
同
時
子
さ
ん
(
染
屋
の
轟
の
金

種
目
和
夫
さ
ん
(
学
習
院
女
子
大
学
日
午
後
2
時
5
4時

一

代
表
)
、
臨
厚
の
轟
の
会
の
皆
さ
ん

教

授

)

…

・

と

こ

ろ

…

・

霊

晒
料

1
0
0
円

-
定
員
刊
名
(
先
着
順

)

…

中

央

公

民

揖

3
階
大
会
開
室

…
・
保
険
料

回
円

-
受
摘
料

2
0
0
0
円
(
2
自
分
)

…
・
テ
ー
マ

引
世
紀
の
千
曲
川
と
私
た
…

圃
申
込
み

圃
申
込
み

“
ち
の
く
ら
し

一

事
前
に
電
話
又
は
直
接
中
央
公
民
瞳

八
十
一

一主
化
財
団
(
@
3
8
0
1
0
…
・
発
表
者

新
津
新
生
さ
ん
(
上
田
小
一
へ
(
当
白
書
加
も
で
き
ま
す
)

9
3
6
長
野
市
岡
田
1
7
8

日
)

n

県
近
現
代
史
研
究
A

『
コ
デ
ィ
ネ

…
・
そ
の
他

へ
は
が
き

電
話

F
A
×
で
お
申
…
タ
l
)、
川
よ
美
幌
子
さ
ん
(
県
植
物

…

現
地
研
悟
が
あ
り
ま
す
の
で
、
豊
さ

込
み
く
だ
さ
い
。
日
研
究
会
幹
車
)
、
高
津
慢
さ
ん
(
星
野

…

や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

大
学
研
究
生
)

無
料

什
月
1
日
出
3
3日
開

午
前
9
時
5
午
桂
5
時

(
3日
は
午
碓
4
時
ま
で
)

・
と
こ
ろ

中
央
公
民
瞳

-
入
場
料

一
般
3
0
0
円、

-
と
き

山
本
鼎
記
念
館
美
術
講
座

i
版
画
の
歩
ん
だ
道

1

「
浮
世
桂
か
ら
劇
作
版
画
へ
の
流
れ
」

を
テ
l
マ
に
、
講
演
会
と
葺
補
瞳
め
く

り
や
伊
開
催
し
ま
す
。

曲
川
阿
国
剛
闘
川
開
閉
阿
国
・
・
・

・
と
さ

れ
月
8
日
出

午
撞
2
時
5
4時

・
と
こ
ろ

市
民
会
曲
2
階
大
会
調
室

園
講
師

山
田
俊
幸
さ
ん
(
帝
躍
山
学
院
大
聖

教
揮
)

-
と
き

( 

L 

1五10.16[12]

小
学
生
初
・
中
級
者
ス

キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

-
と
き

来
年
1
月
4
日
回
5
6
日
山

・
と
こ
ろ

峰
の
原
ス
キ
場
(
宿
泊

先
は
頑
塩
青
年
の
霊
)

-
対
象
市
内
の
小
学
校
5
・
6
年
生

の
ス
キ
初
心
者
か
己
中
組
者
で
、

軍
国
生
志
の
で
き
る
方

-
定
員
曲
人
(
定
員
を
超
え
た
吻
合

は
抽
選
を
行
い
ま
す
)

・
購
師

全
日
本
ス
キ
l
連
盟
八
台
目
指
導
者

・
書
加
料

1
2
0
0
0
円
(
空
通
費
、

宿
泊
畳
、

υフ
ト
代
、
探
険
代
等
)

・
申
込
み

往
置
は
が
き
に
、
①
氏
名

(
ふ
り
が
な
)
②
生
年
月
日
③
性

別
④
学
校
名
⑤
学
年
⑥
住
所

⑦
電
話
番
号
⑧
教
室
期
間
中
緊

急
速
描
先
⑧
樟
聾
者
氏
名
押
印

⑪
自
分
の

νベ
ル
(
初
心
者

-u

初
晒
者
・
川
中
紐
者
)
⑪
返
信
は
が

き
に
住
扇

・
電
話
番
暑
を
記
入
の

う
え
、
ロ
月
1
日
間
必
着
で
上
田
市

教
育
委
員
会
体
育
韓
(
哩
3
8
6
1

0
0
2
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加
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月
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園
ま
で
に
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加
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ま
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持
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く
だ
さ

、。
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。
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・
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あ
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。

「
J
J
川
川

4
1
1
1
汁
叶
寸
叶
，J
…
・
と
き

叩
月
旧
日
出

・
叩

日

間

小

・
中
学
生
、

-
日
韓
左
衰
の
と
お
り

一
ふ

わ

っ

と

テ

ニ

ス

大

会

一

一
白
IA
4
・

1
--
z
-
;
3
4
2
一
"
・
と
こ
ろ

旧

西

塩

田

小

学

校

一

睦

…

・
定
員

四

人

• 

一
開
釦
院
佐

m
R艇
酔
民
配
圃
・
・
・
・
…

・

内

容

.

曹
聾
内

容

…

・

受

情
料

5
0
0
円

「
回
敵
艦

EEEEE-------
u桔

面
・
民
話
醐
蓋
な
ど
の
塵
市
売
量
、
①
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②
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④
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②
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①
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。

情
料

高
校
生
、
大
学
生
、

稲垣勇 さん

師.. 内容

「鬼が来るJ(目念青ぱなしのなか
の 鬼 芦 曙 の鬼女伝説も含む〉

同一品
とき

10月29日嗣
1 0 : 00~11:30 

11月19日刷
9:00~ 1 6:30 

12月17日刷
10:00~ 1 1:30 

回

稲垣勇さん

孝さん斎旗

r鬼のいない隻に
鬼伝鋭を肪唱るJ

「管区の園りを聞いてJ
(塩図平民話研究会『新審の悟り

の会』に.."n

「民話のちからJ

現地観察
鬼無里村

川西
公民館

2 

3 

塩図平
良区研究所

塩入秀敏さん

[ 13] 

f民話のむ」

創造飽

川西
公民掴

1月31日出
1日目-15:30

2月18日側
10:00-11:30 

15.10.16 

4 

5 
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「土岡市暴走族等対策会議」からお知らせ
~地織から暴走族や少年非行をなくすために 暴走族の情報をお寄せください~

.違法バイク(音が非常にうるさい、ナンバープレートを曲げている)や暴走接、非行少年が

たむろしているのを見かけたら上図書事.ft22・0110または生活環焼飯包23・5120へ

・暴走行為を見かけたらよ図書寝書官22・。110へ

最近の新聞等の報道でもご承知いただいておりますように、上団組域に
おける袋走藍や少年非行の問題に対処していくためには、これま
や行政檀関、教育関係者、青少年育成団体、防犯関係団体な

では対応が雛しくなってきており、これからは市民の皆さん一人ひとり
協力が不可大です.

地瞳から暴走族や少年非行を無くしていくためには、市民の皆さんから 企上田駅前安全パトロール(10月4
の情報が大き俗世割を果たします。
安全な市民生活の確保と青少年の健全育成のため、市民の管さんのご協力をお願いいたします。

| ・問合せ生活環境課~・ 5120 J 

しなの鉄道西上田駅南口広場・月ぎめ駐車場オーブン
西上田駅南北自由通路は、本年 3月に供用し、南口広場についても11月10日開に完成の運びと止ります。

広場中央には、利便性向上を目的としたロ タリ スベ スを確保し、ふれ暗い拠点として利用していた

だける墨田的広場、さらに、月ぎめ駐車場、駐輪場等も整備した緑あふれる南口広場が完成します。それに

伴い、 101d:の鉄道利用者の利便牲を高崎、パ クアンドライドを促進するため、し立の鉄道利用者に限り利

用できる11月11目ωにオーブン予定の月ぎめ駐車場利用者を下記のとおり募集します。希望される方は都市

計画課へお問い合わせくださいo r-z:喧~事司I!t....-:::.;曲 、 .，._-.，...売子只

申込期限 11月5日制

駐車台数 28台

使用料 4，200円/月

出申し込み多数の場合は抽選となります。

出区画を指定しての申し込みはできません。

| 固堕全竺都市計堕墾型企51J

山極勝三郎博士生誕140周年記念議演会のお知らせ
上田市出身の山橿勝三郎樽土は世界初白人工がんを尭生させたことで知られています。本来ですとノーベル置を受

置すべき業植をあげた憎土について、認醐を罪めていただきたく、ご聴簡を呂すすめします。入場1.商科ですが、聴

園券が必要に止ります。聴講申込書は医師会、市役所、教育霊園会、各止民館に置いてありますので、そちらをご利

用ください。

.とき 11月1日出午後2時30分-5時15分

・ところ 信州大学繊維学部揖堂(よ図市常国)

.内容
14:30- 開会緩揮 母袋翻ーは関市長}
14:35-15坦5 陣1部 がん研究の過去、現在.未来

座盛 大信世尭(信州大掌医掌館長}
(1)暗山 努(信州大掌鯛院長，rHピロリ薗と岡崎」

(2 )調理研遭(信州大学医拳錫教世「肝炎ウイルスと肝情」
(3 )樋野興尭(信州大学医学毎客員数・・研実酸鏑璽惨昼，r慢性化壇遇J

15:40-16:20 軍2部基調揖置塵畢 小宮山理《信州快挙島
杉村隆〈園立がんセンター名.泊llIlr山極勝三郎涜生と目2与の尭癌研究J

16:30-17:10 圃 3 部 パネルディスカッションrill故創新一山極骨三郎先生に学~J
パネリスト 構酒者 4名と岡崎光雄(信州大学名'教媛、山鍾周三鰯制壮顕彰劃

17:10- 閉会機躍 高麗元置は国市医師会長}

| ・閉会せ上田市医師会内事務局包~・ 0655

匝璽 盤 翠 広報うえ問。月 1開削ージ鵬/畏野県高等学側合文化祭(日時町担・也会場開会館)
の問合せ先l立、 包0267・82・31田でした.町正しお健びします。

1丘10，16( 14) 



心Eごと繍 儲

ili I・繍麟
(予釣制}

児童網 能

結婚相 談

滋律相
〈予約制}

女性 縫合相級

(4E官官辞b，

[15] 7丘1且76

毎湿月~金沼田
9 :00......16:00 

11月15日出
10;00-12:00 

毎週土晦日
13:30"""15:30 

咽00

11月008日出00 10;00.......12 

生活環境限
(D喧i墨田・5120)

告'11推進練
{包r"通23・8244)

高働曙介霞陳
(D直通23・5140)

社会循祉飽自民会
〈包27・8080)

社(会倉福22祉・3銘08駿2)会

よ{回2高22工・4会50厳0)所

市民プラザ ・ゅう
(D27・2988)

市民プラザ ・ゅう
(雷27・3123)

納期限10月31日・
e， 行 県 民 税 3期
・国民健康保険税 '111 

便利で確実な口座掻嘗のご利用を

一市民宿気軽集会一

「樹元気官官'か?市長官官"J
母袋市11が直援皆さんの地区lζ

お伺いして、気糧に悟り倉います.

11月前学の日程は下Eのとおり

です(各会喝とも時閣1;1午後7時か

ら)。

.間合tt 硲審標

(富田・410唱111116)
11月5日剛健康自治会鎗
11月e日嗣鋼所公会盆
11月8日出量村環輔改・センター
11月10日聞大且岳民館
11月13日出温園北保膏圃
11月14田園下車買コミzニティセンタ一
議長10.月31日樹予定の西野竹岳民鎗会楊降、
111舎により10月盟国剛の者門岳民館で合同で開催します.

!lj袋市畏がF行政に対する

皆さんのご意見を直援お聴

きし、 「生活者起点」

運営の多考にさゼていたた

く 「市震と市長の8Jを開

催します。毒事加を字属望され

る方除お'"し込みください。

・とき
・ところ 市長室(市役所本庁舎 3階)
・対象 市内在住か在勤の方(グループでも可}

・標集人数 5人[鋭〉
.想敵聞間 1 A(組}につき20分程度
・岡阿込み はがき .FAX・2メールのいずれかに必要事国を記
入し、 11月6日嗣まで[必着]にゆし込んでください。

ele入率項 ①住所骨氏晶@年齢(j)職業@'Il!f!番号~隠したい
内容(市政に闘すること〉を記入してください。なお、グルー

プでの申込みの繍合は、#加入散と代表者の住所・氏名など
を記入して〈ださい。

e"，込先
「はがきF'e.描8酪01上国市役所泌書観内「市民と市長の臼J係
fFAXJ園盟・51H上岡市役所硲嘗鍵内『市民と市長の日」係
rEメール」 アドレス hishoka@City.ueda.nasano.jp

(件名を「市民と市長の日市込み」として ください)

・その他応募者多数の絹合は、拍還をさせていただく場合が
あります.開催日の一週間ほど前に、申込みの結巣を全員の
方にお知らせします.

.間含せ を必管銀(tl22・41阪市圏1112)

鮪3園長野県NPO活動助成事援のご嘉肉
・助成討象 県円のNPQ団体、ボランティア団体、市民活動

団体

.対象事筆先駆的組劇的な事袋、 NPQ活動の活性化のた

めの事業

・助成金額 1団体20万円-50万円

.応事期間 -10月27日開

圃選考方法 第1次;-領選考第2次/公開プレゼンテーション

.間 含せ 県生活環演卸会主活文化II!NPQ活動機獲室

D026・235・7189

広範うえだに対するご憲見・ご要置1;1、泌・2製広縁担当(..おら曲01よ図市大手， -"-16 
またはEメール koho@citv.ueda.nagano.jp)へお寄せください.

t 
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レッドリボン作成飾り付り

展示プログラム(写真展、リ フレット等自由直布)

エイズ ー性感染症繍殿、検査費付

高校、大学各書学綬も含めた学生 一般の来綬者

よ周保健所保健予防標 D25.7148 

D U G 

.対 象

.問合せ

H 

ド
| 健康推進課[I'm]・8244)

T 

保健ガイ
L A E H -

「第7回上小いい歯の日フェスタJ
~目指そう8020 いい歯は一生の宝~
・と き 11月9日日午後2崎-4時(午後 1時四分開梅}

・ところ しんきんイベントホール(上国市材木町 1-17-12)

*駐車スぺ スがを突いので、豪り合わでであ躍しく

ださい

「心の健康を考えるつどいJ
・と き 10月24日樹午前10時30分から

・ところ 上田市民会館市民体育館

・同容

午前10時30分~正午

-内容

・8020(80綾で20'*'の自分の歯を持つ方)逮成奮の表・6
.陪演「元気注高働者と健康な歯」

.111師国立保健医療科学院口腔保健部長

・問合せ よ回小県歯科医師会 "22・21凹

・その他 8020を達成された方を募集しております.制度以上

でご自分の歯が20本剖上ある方は、表彰いたしますので、か

かりつけの歯科医 またはよ園小県歯科医師会に附月318ま

花園信弘先生

分科会

(上回市民会館市民体育館〕

午後O時50分-3崎30分 アトラクション(古塔山びこ太被)

燭演会 「べでるの君主」の皆さん

他にンンポンウムや軽スポーツ作難所の製品のバザーも行

われます。

延べてるの家 北海道浦河町浦河赤十字病院精神科を利用する

皆さんがよ「地媛への貢献Jを繊印に昆布の販売など様々な活動

を行っています.

でにお申し出ください。

邸釦]上司方等附するインフルエンザ予隙種目実施について
10月 1日号の広報でもあ悶らせしました力、来年の1月31日

出まで、田歳出上の方等に肘するインフル工ンザの予防接種を

実鈍しています.ご希望の方は早めに鍍視してください.

また、 10~1 日号の広報でお閉らせした医療機関ほかに、次

の医療機関でも実施できます.

曾25・7148

「エイズフォーラムJにご参加ください
エイズ.HI V(後天性免疫不全症候鮮)に関する正しい知識

の省及と患者に対する理解を深め、予防方迭を実践できる若者

を育成するため フォーラムを開催します.

お添い合わせてご参加ください.

上図保健所保健予防限-則合tt

11月 1日出午後1時30分-3時四分

長野大学学生食堂(大学祭期間中です)

エイズ・性感染症の基礎知鴎クイズ

対鮫「エイズと共に生きる」

早坂廃合ん(脚本家)

-とき

.ところ

・内容 聖霊
"29・122日豊里腫斡療所(下蝿)

ハ トクリニック上回(踏入}

医療機関名

"23・0386

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. • • • • • . • . . . . • • • • -E • 

木滅香代さん(四国エイズプロジェクト)

11月の乳幼児健康診査・教室 目
t>受付時間

①現幼児健康診査午後l時-1時45分

<%>2歳児敏蜜午後1時-1時15分
:::①、骨とも午後 0時担分以前の畳付は

できません.
-
a

・・・・・・・・

4か月

t>待ち物

<I:乳幼児健康診牽ー母子健康字凪健康

.主主謀(i!<ち。ん手帳の中におります

ので配人してお符ちください。3健児

は自宅で槌カ ・聴力検査を実施して、

結巣を記入してください)、パスタオ

ル、おむつ、歯ブラシ(!歳6か月児)。

3餓児は、尿倹査の容器をお送りしま

すので、お待ちくださも、。

<%>2峨児数輩母子健康手帳、おたずね ・111酉祉会福祉センター(泊四川西梅Eの方のみ}

JH紙、幽ブラシ、コップ、おやつ代 1 4カ月 11月28日 I 15.6.16-7.15 I 
(実質)、おやつ周はし ・フォークはど

'ー ' ←【 一 ※温図・川西地区の 2歳児教竃 3・l'宅健世主 12.月に行います.
: cy ;:..<司、 とお皿

i2毎竺量乙.J-， t>間前 制緩進翼団23喝244) ・個別10か月児齢{市内申瞬間健闘)

Uに2迅三三~ヨSてノ l個別10か月 111月 1日-30日 114.12.16-15.1.15 1 
¥ jJf 様相こは個別に通知します.詳しくは健康問へ.

• • ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.................................

1互丘16[ 16] 

1瞳6か月

2.児教室

.晦国母子健康センター(狙図・川西亀Eの方のみ。

l1繊 6か月 11月13日 14.3.16-5.15 

歳3 

••••••••••••••••••••••••••• 



chpt! 

9月27日出、海野町ふれあい広場21で、「上因子どもふれあい市場」が聞かれました.

北小と西小力、ら約170人が嘗加。小学生の皆吉んは、自分たちで仕入れた野菜や、手作りの品

を庖頭に並べ、元気よくお客さんに声を働けていました。

[17] 15.1且16

• 
司 ・ょBl1I!tI宵..員会



〔】

L 

第7固

「号えた城下
眠画のロ7地とレて童国的にも注目が集まる上回て開かれる映画聖書てす。

当地口7作品も宜的た新旧秀作映画官ヴストトーつなどをお楽じおください。

新たに取り組む自主制作映画コンテストては。魅力あぶれる入賞作品の数々を

上映じます。

-開催内容
F 一一一

安 一 般 上 映 の部(会喝

詳Uくは市内公共施段にあるチラシをご覧ください。

~テーマ・・・それぞれの青春~

一 午前1日時~回調 盟彊
・『ごめんJ('02出演久野総弘、細谷由貿花}

・fロポコンJ('03 出演畏薄まさみ、小栗旬)

・ゲストトーヲ古厩智之監・(rロポコンJIi・1
・「旅の重吉J('72 出演高僧浮子高繍世史)

・「紅の拳銃J(，61 出演赤木圭一郎、置森礼子)

116m盟理
.r肉弾J('68 出演寺田腹、大谷直子)

・「ア力ルイミライ(力ンヌパージョン)J
('02 出演オタギりジョ一、浅野車慣)

・「ヒポクラテスたちJ('80 出演古尾谷旅人‘伊巌圃)

・「時をかける少女J(，83 幽演原因掴世.高柳良一)
「

合協賃上映の部 (会場よ田てん苦闘)

~ 上 田 口 ケ作品~

-.'"f沼田“D:I:師団

.rスパイゾルゲJ('03 出演イアングレン.本木雅弘)
※1 1月10日(月)以降は劇喝での一般上映と怒り、上険崎町も変更と怒ります.

食傭1固自 主制作映画コンテスト
{会場 ・ マ)~チメディア情報センヲー}

匝EE冨彊 午前10時30分~

・予選通過作品の上映(10作品)
.観客賞投票

11.;悶司E圃 午前10時30分~

・「スパイゾJレゲ」メイキンク映像上映

・「いつか見たドラキュラJ('66 犬神宣彦監置作品}よ映

.受賞作発表、表彫式

・入梅軍司

1日努般前売t) 1，500円(当日 1，800円)

大学生高校生 80口円(当日も同じ) 中学生以下 500円(当日も同じ)

※上記のチケットで全会場入場で苦ます

・チケット販売所

上回映劇、よ田でん苦舘、琴光堂.平安堂上回居、平安堂しおだ野居、上田市文化会館、上回創造館、

マルチメディア情報センヲ一、上田市教育委員会生涯学習標

・間含わ世

実行委員会事務局(教育委員会生涯学習謀内宮23'5102)
自主制作映画コンテストについて マルチメディア情報センヲ (冒39，100口)

1丘1且16[ 181 



|写真のまち上回事業 E 
写真をテーマに各種イべントを開催します

ハリー.K・シゲタなど、近代写真史に足跡を残した人物を罫〈量出してきたまちょ因。

現在でも書くの写真夏好者が活躍し、その数は県下トップヲラスと言われているなど、「写真文化」はまさに上

田市の跨る文化的資源です。

置れた地域の写真文化の一端にスポット在串て、「写真」をテーマに数々のイベントを開催します。歓の一目、

皆さんお鶴い合わせのうえ是非足豊富運びください。

18 

ハυ-'K・シゲタ圃

!日じゅう写眠「私の一山|民坦盟主

| 石 担 輯m IIT霊軍空
日正彦写開演会 j ~冨EF

F 10/2蜘-11/2咽 ーl

j11/1W-11/100llj 

I 11/15(t)! 
「ハリー ID・シゲタその人生と写真」展 I 

ハリ 'K・シゲタ(1曲7-1963)は、上回市出身で商量写真家としてアメリカで成功を収めた、わが国を代署する写真

家の一人です。上回市が所躍する融事くの作品や貰料、アメリカでの現地調査の成巣を踏まえ、これまで明らかにされな

か勺たンゲタの人物像にもスポットをあてます。
1.よ聞を紹介するテレビ蓄組 T・会場 よ田市立樽物盟

.開値期間 叩月23日開-11月24日開(水曜 ・祝日の翌自休館) NBS月曜スペシャル

・入場料 ー般250円(200円※)、学生{高校生以上)180円(100円※)、
小・中学生60円(40円※)

「シゲタは15歳で海を護った」

~上回が生んだ世界的写真軍司肖憧~
豊野盟遅 (NBS)※( )内は20名以上の団体制童。主主お、市内の小 ・ 中学生、高俊生I~

閣制です@ 10月27日間 午後7時~

.ギャラリートーク(作品解脱) 10月26日間、 11月2日間、 3目回、 16日制

いずれも午後2時から担当学芸員による作品解説を行います。

l備委員会の動き l.9月定例会

9月11日帥開催した9月定倒

会の主な内容は、次のとおりで

す。

膏損事項

一 r30人規檀学級」甚大に聞

する意向調査について

小学校 4年生以上へのr30
人組槙学級」拡大に闘する県

教育委員会からの意向調査に

ついて審議し、平成16年度に

4年生まで拡大すること等に

ついて承認しました。

二上田市指定文化財{王然記

意物}現状重更申帽について

老化が進んでいる上聞市指

定文化財の 「大六のケヤキ」

について、桂の落下を防止す

るための曹定に伴う現杭霊E
申請に係る鰭問について審晒

し、承認しました。

[19] 15.10.16 

| まちじゅ う 写 真 展 「 私 の 一 枚

期間中、市内外から広〈公募した写真を中心市街地の商庖や空き庖歯、公共施

置などをギャラリーに且立て展示します。思いをこめた皆さんの一枚、写し織ら

れたさまざまな一瞬.中心商庖衡を歩きながら、写真の魅力をお楽しみくださも、

.展示場所中心商庖街一円

.展示期間 11月1日出-10日開

| 石井正彦写真展、写真講演会 I 

石井正彦氏は、上図市出身で、文義務秋社の元写真部長。民が同社に勤務して

いた時代に徴ヲた著名人45人但日点)の肖像写耳を展示します。また、豊富な経歴

をもとに写真にまつわる揖演会を開催します。

女写真展 r20世紀を創った人達J
.会場 上田市観光会館 2階展示室

.開催期間 11月14日幽-24日開

・入場料 無料

大写真講演会:カメラが見た「日本を創った人達J
.会場 上田市民会館 2階大会接室

・開催B時 11月15日出午後 1時30分~

・入場料 無料

1.間吉せ 「写真のまち上回J実行委員会事務局
(教育聾員会生涯学習課内t!23・5102)



私Eちが取材した職場体聡学習
~市役所の仕事ってどんなだろう?~

9月2日仰、私たち由通う第一中学校の 3年生のみんなが、全社や

市役所で職場体験学習をしました。総合的な学習の時聞を使った授業

です。私たち二人は、市役所で広報紙白編集白仕事を体験しました。

ここの記事は私たちが取材をして、みんなの体験や感想をまとめた

ものです。みんな践んでね/

上田市.猿バイオ台シター
パイオセンターは長野大学白近くにあります、ここでは玉ね吉の

苗を育てる作業をしています。大きく宵った玉ねぎは、来年、学校

の給食に使うそうですロそ白苗を育てるのにビニールハウスを使い

ます。

内田逮也さん、鍋川友さん、町田雄大さんの 3人は、このハウス

の中にビニール天井を張る作業と、スターチス由花白苗をffてるた

め白ポット作りをしましたロ

体験してみた感想はどうですか?

v 

岡田憧世子さん、寺田仁樹吉ん
』私たちが取材しましたJ>

でミミ

e/
 』

a-Ea圃
a-aー朝樺以上に暑いし大聖 f

ノ、ゥスの中は38'Cもあってとても暑いし、見ているよりも重労働だよ。

・いっしょに手伝ってくれたセンターの人も、毎日こんなに大変Eことをしているんだなんて驚きです。

・機械がもっと仕事をしているのかなあと思ったけど、意外に人も働いているんだね。

-周りの人が親切/

ふれあい福祉台シター・土田点字図書館

ふれあい福祉センターでは

堀内奈瑠美さん、春日樹里さ

ん、湯本貴大さん、皐曹人さ

んの 4人が、機能回復訓練の

お手伝いをしました。これは

体に障害のある方が聾まって、

ししゅうをして手先の感覚を

取り戻したり、関節を温めた
細かなししゅう

りして体の動告を元通りにする訓練です。

その後、4人は市立図轡節目隣にある点字図暫館で本の点訳もしまし
『守v

~。点釈の作量
けっこうムズ力シイ?

体験してみた感想はどうですか?

-障害を持っていても‘いつも前向きで明るくて、

進んで回復訓練に取り組んでいるのが印象に残り

ました。

・リハビりをしている雰囲気はイメ ジしていたの

と遣って、とても明るくて楽しかったです。

・初めて点訳を体験したけど、とても地道な作業だ

と患いました.点釈をしているかたはすごいです

ね。

編集後Ii!

出かけた自はとても暑かったし、lII1材した友だちの童軍を

まとめるのって大変だなあと思いました。原稿の校正や絹集

をしたり、写車も掴ったり、よい経験ができました。

15.10.16 [20 1 



鮎ぬっかおとり
8月22日、市民林課では上小漁業協同組合と共に子どもたちに身近な地域の川である干曲川に関

心を持ってもらいながら、河川環境や干曲川の魚の生態について知ってもらうことを目的として、

鮎のつかみどりを行いました。

参加した川辺小学校 4年生白子どもたちは、ふだんなかなか体験できない、鮎のつかみどりに夢

中で取り組んでいました。参加した子どもたちの感想文を紹介します。

r 

( 

8
月
幻
自
に
鮎
の
つ
か
み
ど
り
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

5
月
に
放
流
し
た
鮎
が
つ
か
み
ど
り
し
た

鮎
と
同
じ
く
ら
い
ま
で
、
大
き
く
成
長
し
て

よ
か
っ
た
で
す
。
鮎
は
泳
ぐ
の
が
は
や
く
て
、

見
つ
け
て
取
る
の
は
大
実
た
っ
た
け
ど
、
コ

ツ
が
分
か
っ
た
ら
、
け
つ
こ
う
楽
に
取
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

鮎
の
ほ
か
に
も
、
じ
ん
け
ん
や
メ
ダ
カ
な
ど

の
他
の
魚
も
い
ま
し
た
。

鮎
は
、
ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
い
て
つ
か
み
に
く

か
っ
た
け
ど
、

2
匹
は
と
れ
ま
し
た
。

そ
の
桂
、
と
っ
た
鮎
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
炭
で
焼
い
た
鮎

は
、
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

わ
た
し
の
地
区
は
、
年
に
一
度
鮎
の
つ
か

み
ど
り
が
あ
る
け
ど
、
千
曲
川
で
や
っ
た
こ

の
鮎
の
つ
か
み
ど
り
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で

す。
自
分
で
と
っ
た
鮎
を
焼
い
て
み
て
、
煙
か
っ

た
け
ど
、
焼
き
か
げ
ん
を
み
る
の
が
楽
し
か
っ

た
で
す
。

私
は
釣
り
在
し
た
り
す
る
川
遊
び
が
好
き

だ
け
ど
、
あ
ら
た
め
て
川
遊
び
の
楽
し
さ
が

わ
か
り
ま
し
た
。

高
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
中
理
祐
香
さ
ん
)

鮎
の
肢
流
、
鮎
の
つ
か
み
ど
り
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
舶
の
放
流
、
つ
か
み
ど
り
は
初
め
て

で
棄
し
か
っ
た
で
す
。
放
流
し
た
時
の
鮎
は
、

十
セ
ン
チ
位
で
三
ヶ
月
間
で
そ
ん
止
に
大
き

く
な
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
一
匹
も
鮎

を
つ
か
め
な
か
っ
た
け
ど
、
鮎
が
泳
い
で
い

る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

鮎
の
塩
焼
き
で
は
、
鮎
を
食
べ
る
の
が
初

め
て
で
鮎
は
こ
う
い
う
味
が
す
る
ん
だ

E
と

思
い
ま
し
た
。
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
魚
の
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
な
い
の
で
、

ま
た
川
で
魚
の
つ
か
み
ど
り
を
や
っ
て
ど
ん

な
魚
を
取
っ
て
も
名
前
が
言
え
る
よ
う
に
し

た

い

で

す

。

(

林

あ

ゆ

み

さ

ん

)

1丘10.16[21] 
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こ
れ
ま
で

5
回
に
わ
た
っ
て
、
ン

ゲ
タ
白
ア
メ
リ
カ
で
の
活
動
に
つ
い

て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

ふ
ま
え
て
、
「
ハ
リ
!
・
K
・
シ
ゲ

タ
そ
の
人
生
と
写
真
」
展
を
開
催
し

ま
す
。こ

の
展
監
会
は
、
シ
ゲ
タ
自
身
が

保
持
、
写
真
家
細
江
英
公
氏
を
過
し

て
上
田
市
に
寄
贈
さ
れ
た
貰
料
を
も

と
に
開
備
す
る
も
白
で
す
。

1
5
0

0
占
に
も
及
ぶ
写
真
、
フ
ィ
ル
ム
、

新
聞

・
雑
誌
等
の
記
事
、
論
文
、
害

簡
等
の
中
か
ら
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た

γ
ゲ
タ
の
業
績
は
も

ち
ろ
ん
、
人
間
性
や
芸
術
観
に
至
る

ま
で
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
の
現
地
調
査

に
よ
っ
て
、
多
く
の
質
料
・
証
言
を

得
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
シ

ゲ
タ
を
よ
り
立
体
的
な
視
点
で
知
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
江
り
ま
し
た
。

展
置
会
は
二
部
構
成
で
す
。
第

一

部
は

「
写
真
家
シ
ゲ
タ
」
と
題
し
て
、

贈寄氏リトラヤ匂ンズレJ
 

ヤチ(
 

ン
ゲ
タ
の
写
真
家
と
し
て
の
業
績
を

握
り
返
り
ま
す
。
シ
ゲ
タ
に
と
っ
て

写
真
と
は
ど
白
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

白
で
し
ょ
う
か
。
ン
ゲ
タ
は
生
前
、

「
私
自
使
命
は
、
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て

貢
献
す
る
こ
と
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
か
ら
、
シ
ゲ
タ
の
写
真
に

対
す
る
其
撃
な
盛
勢
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
展
示
作
品
は
初
期
の
肖
憧
写

真
や
ピ
ク
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ

る
絵
画
の
よ
う
な
芸
術
的
な
写
真
、

ま
た
企
業
の
広
告
写
真
な
ど
お
点
で

す。
第
二
部
は

「
シ
ゲ
タ
の
葉
顔
」
と

題
し
て
、
シ
ゲ
タ
の
撮
影
中
田
表
情

な
ど
、
被
写
体
と
し
て
の
ソ
ゲ
タ
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ン
ゲ
タ
白
人

間
性
や
仕
事
に
対
す
る
聾
勢
な
ど
を

剖
占
白
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

シ
ゲ
タ
に
と
っ
て
、
人
生
と
は
ど

の
よ
う
な
も
目
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

シ
ゲ
タ
は
こ
ん
な
言
葉
を
残
し
て
い

ま
す
。

「
私
が
学
ん
で
き
た
こ
と
は
す
べ

て
社
会
の
も
の
で
あ
る
」

こ
の
言
葉
に
は
、

γ
ゲ
タ
の
人
生

観
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ゲ
タ

白
人
生
を
通
し
て
、
幻
世
紀
に
生
き

る
私
た
ち
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
も
の

は
何
か
を
聞
い
直
し
た
い
と
思
い
ま

す。
現
代
社
会
は
国
際
化
四
時
代
と
言

わ
れ
、
国
際
間
交
流
は
こ
れ
か
ら
も

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
わ
ず
か
日
歳

で
渡
米
し
、
数
々
回
活
蹴
に
よ
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
社
会
で
人
々
の
信
頼
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
シ
ゲ
タ
白
人
生
か

ら
、
何
か
を
芋
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

シ
ゲ
タ
の
活
路
を
書
く
の
方
々
に

ご
監
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
も
と

に
ン
ゲ
タ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番

組
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
「
N
B
5

月
曜
ス
ペ
シ
ャ
ル
『
シ
ゲ
タ
は
日
歳

で
海
を
誼
っ
た

i
上
回
が
生
ん
だ
世

界
的
写
真
家
由
同
偉
』」
と
題
し
、
長

野
放
送
で
凶
月
幻
日
側
午
後

7
時
か

ら
放
送
さ
れ
ま
す
。
シ
ゲ
タ
白
人
生

や
作
品
、
ア
メ
リ
カ
で
の
活
路
が
映

憧
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
展
覧
会
由
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
同
ペ
ー
ジ
を
ご
置
く
だ
さ

、
。

(今
回
で
こ
の
ン
リ
1
ズ
隠
終
7
に
な
り
ま
す
)

文

時
四
回
世
晴

-+-+・
2文

神

畑

小

林

夜

動向子

さ
む
ざ
む
ど
在
凱
冷
え
び
え
と
七
回
忌

夫
と
の
距
離
は
へ
だ
た
り
行
き
ぬ

小

牧

富

山

崎

正

瞬
雲
た
か
〈
か
が
や
き
繍
鈴
舞
、
か
見
て

は
れ
ば
れ
と
一
日
始
ま
る

矢

沢

青
木

杏

生

水
を
買
ふ
都
会
の
孫
ら

E
き
去
り
』
小
y

ト
こ
ろ
が
り
朱
夏
遠
ざ
か
る

佳

作

上

場

工

藤

じ

ゅ

ん

u
a
t
リ

向
日
喪
の
盟
ひ
吐
き
出
し
め
〈
る
め
〈

松
宮
ひ
と
つ
を
抱
え
て
生
く
る

下
紺
屋
町
小
柳
治
維

特
別
の
備
え
も
な
〈
て
老
い
迎
う
方
買

な
ど
は
所
詮
二
の
次

官

士

山

西

滞

櫛

智

古
き
祖
母
の
温
も
り
感
じ
つ
つ
砂
糠
と

温
と
拷
練
る
わ
た
し

伊

aw山
瀬

下

要

銃
に
追
は
れ
ま
は
教
へ
子
と
入
水
し
き

北
浦
の
地
に
五
十
八
年
前

材

木

町

大

谷

文

子

F
z
g
 

日
日
う
と
〈
な
り
ゆ
〈
夫
の

E
梅
雨
末

L
の
つ

期
の
龍
寅
〈
雨
は
今
宵
に
も
ω
似
て

絵

尾

町

大

石

治

今
日
外
科
へ
明
日
は
内
科
と
医
師
を

訪
う
目
々
生
さ
る
こ
と
尊
き
故
に

築

地

倉
滞

昭

夫

喜
寿
す
ぎ
て
一
蛇
}
鍬
耕
せ
り
野
菜

つ
〈
り
は
老
い
の
仕
事
と

陣
い
同
国
同
旧
H
同
国
同
旧
岡
崎

除

題
取

1
3
3酋

俳
句

1
7
7句

川
綱

1
7
9旬

計

4
8
9作
品

1五1且16[22] 

緑

が

丘

津

休

清

司

わ
か
ら
な
い
弛
致
さ
れ
し
人
そ
の
ま
ま

で
万
景
峰
号
は
行
き
帰
り
す
る

下
紺
匝
町
田
附
慣
ら

互

い
ざ
な
わ
れ
野
道
を
ゆ
け
ば
一
群
の
野

菊
の
花
に
「
民
さ
ん
」
事
見
る

下
本
郷
久
保
あ
寺
よ

元
気
よ
く
ゲ

1
ト
ポ
l
ル
の
運
勧
も
老

い
重
ね
ゆ
〈
リ
ズ
ム
と
な
リ
て

前

山

池
図
照
子

金
婚
の
担
に
貰
い
し
川
柳
の
句
が
胸
に

落
ち
ほ
ほ
え
み
の
埠
〈

額
箱
、
八
月
号
図
ゅ
の
み
子
↓
の
り
子

選
者
録

ι

号、
時
も
な
き
民
放
テ
レ
ビ
の
コ
マ

1
ンヤ

ル
病
む
婁
と
見
て
時
に
笑
へ
り

保

野

清

水

ゆ

き

子

a
w
る
子
を
待
つ
母
の
ご
と
蝉
の
飢
餓

緑

が

丘

畑

和

人

秋
の
に
ほ
ひ
す
る
ね
ど
ぼ
つ
り
タ
端
居

千

的

町

神

原

晴

一

人
声
に
戸
を
聞
け
て
み
る
良
夜
か
な

小

牧

片

岡

て

っ

す
っ
き
り
と
互
屈
の
角
や
涼
新
た

佳

作

浦

野

小

林

信

血

友

聞
け
過
ぎ
た
戸
を
閉
め
直
す
昼
寝
か
な

国

分

工

藤

じ

ゅ
ん

夏
寒
し
軒
の
蝉
ご
え
草
津
〈

小

泉

木

村

シ

モ

戸
を
開
け
て
夜
な
べ
の
直
を
掃
き
出
せ
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近現代編を読んでみ
ませんか

市誌編さん室E
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近
現
代
編
は
、
明
浩
か
ら
平
成
の

1

3
0
年
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
て
、

読
み
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
上

田
市
が
直
面
し
て
い
る
産
業
や
交
通
な

ど
の
問
題
や
課
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
色
々
な
占
で
活
用
で
き

ま
す
。九

冊
の
う
ち
、
す
で
に
七
冊
が
発
行

さ
れ
、
あ
と
第
四
分
冊
と
第
八
分
冊
が

出
れ
ば
完
成
で
す
。
各
分
間
は
テ
I
マ

ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
内
容
と

し
て
は
、
蓋
紫
、
産
業
、
流
通
、
文
学
、

職
争
、
ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯
学
習
、
文
化

活
動
、
教
育
、
人
権
、
女
性
の
地
位
な

と
が
幅
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
上
田
市
紘
』
の
近
現
代
編
は
、
冊
か

難
し
い
こ
と
が
書
い
て
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
の
分

冊
も
分
か
り
ゃ
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
は
ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
よ
い

し
、
自
分
の
関
心
由
あ
る
所
を
拾
い
読

み
し
て
も
い
い
の
で
す
。
ま
た
、
ふ
と

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
今
ま
で
分
か
ら

な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
ベ

1
ジ

を
め
く
っ
て
み
る
の
も
い
い
も
の
で
す
。

O 

こ
れ
ま
で
に
も
、
市
誌
編
さ
ん
室
、

戦
時
中
に
上
田
飛
行
場
に
関
係
し
た
方

ゃ
、
華
麗
白
方
か
ら
閉
会
せ
が
時
々
あ

り
ま
し
た
。
上
田
飛
行
掛
に
つ
い
て
は
、

近
現
代
編
白
第

一
分
冊
、
第
四
分
冊
、

第
七
分
冊
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら

と

一
読
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
掲
載

し
た
地
図
は
、
昭
和
叩
年
に
発
行
さ
れ

た
「
上
田
市
全
図
」
(
上
回
商
工
会
議
所

号
行
)
で
「
陸
軍
上
田
飛
行
塙
」
の
記
載

が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

上
回
飛
行
場
白
関
係
者
が
、

「
旧
上
回

飛
行
場
研
究
会
」
を
つ
く
り
、
資
料
集

め
を
し
て
、
小
冊
子
に
さ
れ
る
計
画
が

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
市
鉱
で
上
回
飛

行
掛
聞
棋
を
掲
載
し
た
こ
と
が

一
つ
の

契
機
と
な
っ
て
、
研
究
グ
ル
ー
プ
が
つ

く
ら
れ
て
作
業
そ
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
。

市
誌
は
枚
数
に
制
限
が
あ
り
、

言
い

尽
く
せ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
民
自
皆
さ
ん
が
さ
ら
に
、
詳
細
に
調

査
研
究
を
さ
れ
て
発
展
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
敬
意
を
払
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
上
田
市
誌
』
は
随
時
予
約
を
畳
け
付

げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
市
誌
編

さ
ん
童
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

見
本
は
市
内
3
つ
白
宣
柄
、

6
つ
白
公

民
酷
に
も
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

む

1) 

築

地

倉

輝

昭

夫

掛
子
ヒ
パ
ズ
ル
解
〈
目
や
け
ら
つ
つ
き

中

野

本

木

せ

っ

一
日
は
一
夜
と
思
う
月
見
草

み
す
す
台
竹
内
由
美
子

み
ん
み
ん
の
生
き
島
ぐ
声
四
囲
に
哀
し

下
田
山
秋
山
千
枝
子

爽
や
か
に
生
活
の
リ
ズ
ム
犀
り
け
り

上

常

国

大

森

絵

伎

敬
老
日
歳
月
い
つ
か
身
に
つ
き
て

常
鍔
町

白
鳥
つ
な

孟
載
の
輩
を
食
み
夏
の
蝶
巣
立
つ

川
辺
町
北
村
登
美
子

コ
ス
モ
ス
に
誘
わ
れ
岸
に
ボ

l
卜
寄
す

御

所

金

子

和

江

高
原
町
活
水
西
且
ト
マ
ト
埠
〈

神

畑

竹

内

芳

子

親
子
孫
車
火
を
囲
み
坦
え
孟

小

泉

問

中

徳

佼

重
ね
着
て
送
り
火
を
賛
〈
今
年
か
な

理
者
吟

字
の
葉
町
露
の
遭
び
を
し
て
居
り
ぬ

上

図

原

宮

尾

現
に
は
丸
も
四
角
も
三
角
も

手

緩

樋

口

も

と

子

長
〈
病
む
夫
の
笑
顔
は
子
の
笑
顔

常

盤

波

地

図

宗

光

利
子
並
に
下
が
っ
て
欲
し
い
体
脂
肪

佳

作

鱒
夫

材
木
町

太
谷
文
子

宅
島
便
で
す
と
息
子
は
会
い
に
来
る

中

村

欄

間

功

-

反
抗
期
ら
し
〈
主
張
は
引
き
込
め
ず

東

築

地

勝

見

稔

妥
協
せ
ぬ
一
徹
事
国
間
に
し
て
る
酒

常

盤

波

図

村

鳩

雨

朝
帰
り
ぺ
ル
は
酔
っ
て
る
膏
で
鳴
り

長

島

土

臣

初

栄

作
業
帽
洗
い
流
し
た
俄
雨

小

井

岡

宮

下

道

順

生
き
甲
斐
の
趣
味
が
金
脳
活
性
化

中

野

本

木

せ

つ

や
れ
や
れ
と
思
え
は
眠
き
午
植
の
秋

中

村

児

玉
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12月号の投稿方法

はがきに岳垣歌・俳句 ・

川柳の別、也氏名{ふりが

な) 申自治会名、④電話
番号を配入のうえ11~18日

帥必者で上回市教育畢員会

「教青うえだ」係(・386-002
5よ回市天繍2-4-74)ヘ。
なお、作品に厳しい宵薬

があるほあい1;1必ずふりが

なをつけてください。

15.1ι16 



小県上田教育会館

上田城蹄の北東に、鮮や白、主主ヲυーム色をした

下見板張の建物があDます.阻和13年(193日}
建築の小県上回教育会館です.

この建物の設計に携わった山浦政は、明治19
年(1886)、東部町和に生まれ、戦前b¥5戦中に

かけては教育者として活躍し、戦経l且滋野村(現小諸市の

一部川す畏、県教育署員、小路市教育畏等を歴任した人物です.

. . . . - ~ 早くがら古建

L IOfJ2l/1叫

築在学び、上小

の古建簡の研究

に尽力しました.

また晩年は、地

方底辺D先駆と怠

る「よ田小県民」

編集主任として

活躍しました.

本館(写真1)

I~. 間口 12問、

興行日間半の2

メディアラ

市民総合体育大会[軟式野球JI-26日、 11月 1-3日
市営野球場・染塵台クラウンド)
池浪正太郎の上野浅草まつり(......26日)砂P.8
ウイ クエンドリサイクル(10:00......12:00/やおふくよ
泡后・しおだ野ショッピングセンター)
長野県高等学校総合文化祭(1~日0-/市民会館)
星に親しむ夕べf天文講演会JI19，00-/創造館)

巴三三

階建の建物です。屋根I~切り上176量1言語、議官壷ですが、
建聾当初はスレー ト葺苦でした.正面中央には玄関ポ チ

を設け‘その上の2階の窓は三角白張り出し窓とし‘屋損の

中央にも切り上げの寄樟の晶畠をつけています。E陪の三角

の張り出し窓草どI~.慣大繊維宇部講堂(回和4年)の意匠を

多く取り入れた設計と怒っています。

本館は、室内も主体に直線的左手様式(セセッシヨン様式)

でまとめ5れています。1階には事務室童謡室応撞室草ど

白喝口、2階I~講堂(写真2)で正面に神取が造5れてお口、

建設当時の時代背景が感じ取れま...

この建物は、昭和57年に日本建築学会が己昭和初期の代

善的左手建築横式を備えた貴重耳建物として、全国約2000

樟の中の つにも選ばれています.

各置相談乳昨尼健康斡査第については
窓号また1:，月16日号をご覧ください.

301木

311金 1

上田市スポーツ少年団主流大会
3 月118，30-/市営睦よ費譲渡場)

豪観づくり続潰会(13:30....../市民会館)

と巴

11西J)

1五10.16[24] 
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